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教会の全成人会員にとって、聖典 を徹底的に読み、研究

する決意を固めることは、実に大切である。これ以上ため

になることは、ほとんど思いあたらない。

それは私たちの家庭や結婚生活ぐ子供、教会での召 しや

働きに、いかに大きな影響を及ぼすことであろう。これを

行なうときに、教会の集会 やクラスは、さらに強い証のみ

たまと、福音の原則と教義を理解するさらに強 いみたまに

満たされることであろう。教義をよく理解するにつれて、

私たちは救いをもたらす永遠の原則を自分の生活に応用 し

たいと思 うようになるのである。

私たちはもしこの価値 ある目標の実現を根気強 く、誠実

に毅然 として求めるならば、自分の問題に真実の答を見出

し、心 に平安を得ることであろう。 これは私が幾星霜 を経

て学んだことである。私たちは理解力を増 して下 さる聖霊

を身をもって感 じ、新 しい見識を得、聖典の奥深い意味を知

るであろう。そして、主の教えはかつて思いも及ばなかっ

た深い意味を持つものとなる。その結果、私たちは自分と

家族を導 くさらに大いなる知恵を持ち、福音を分かち合わ

なければならない教会外の友人たちに対 して、光となり、

力の源となることができるのである。

「聖典を調べなさい。あなたがたは、聖書の中に永遠の

命があると思って調べているが、この聖書は、わた しにつ

いてあかしをするものである。」(欽 定訳ヨハネ5：39)

私 は子供の頃に、初期の使徒 たちや兄弟姉妹の感動の物語

を読んで、強い印象 を受けたことを覚えている。まだ執事

にもならないほんの少年の頃、屋根裏部屋へ通 じる曲が り

階段 を登って行っては、部屋と言うにはお粗末な暗い屋根

裏で、毎晩毎晩石油 ランプのあか りを頼 りに聖書を読んだ

ものである。ペテロに心を動かされたことを今でも覚えて

い る。ペテ ロは ことに力強 い、ま さに選 ばれ た指導 者 だっ

た。 あ らゆ る時代 を通 じて最大 の指 導者 、予言者 の ひと り

と呼 ぶべ き、大 いな る信仰 と知識 高潔 さ、そ して豊かな

人間愛 と理解に満 ちた人物 で あった。

その初期 の時代 の話 を読 んだ ときに、 あなた方 は 自分の

姿 をそ こに描 いたの では ないだ ろうか。 ある日宮の門 を入

って行 くペ テ ロと ヨハ ネの そばに 自分 が いる。ペ テ ロ、 ヨ

ハ ネの前 に、 「生れ なが ら足 の きか ない男が 、かか え られ

てきた。 この男 は、宮 も うで に来 る人 々に施 しを こうた め、

毎 日 『美 しの門』 と呼 ばれ る宮の 門の と ころに、置 かれて

いた者 であ る。彼 は、ペ テ ロと ヨハ ネが 、宮には い って行

こうと してい るの を見て 、施 しをこ うた。ペ テ ロと ヨハ ネ

とは彼 を じっと見 て、 『わた したちを見 な さい』 と言 った。

彼 は何か も らえ るの だ ろうと期 待 して、ふ た りに注 目 して

いる と、ペ テ ロが言 った、 『金銀 はわた しに は無 い。 しか

し、わた しにある もの をあ げよ う。 ナザ レ人 イエス ・キ リ

ス トの 名に よ って歩 きな さい』。 こう言 って彼 の右手 を取

って起 して やると、足 と、 くるぶ しとが 、立 ちど ころに強

くな って、踊 りあが って立 ち、歩 き出 した。」(使 徒3：

1-8)

「わ た しに ある もの 」
。私 たちは この言葉 をよ く考えて

みな けれ ばな らない。私 た ちに も、人に分 け与 えるべ きも

の が あるだ ろうか。確 かに ある。私 た ちにはイエ ス ・キ リ

ス トの福音 、平和の福 音、喜 びの福音 が ある。人 をよ り良

く、満 たされ た者 と し、結婚 をよ り幸せ な楽 しい もの と し、

家庭 をさらに天国 に近 い もの とす る ことの できる真理 があ

る。 私 たちに は、 自分の家庭 と生 活、 さらに他 人の生 活 を

も祝福 す る神権の 力が ある。然 り、私 た ちが受 けて いる こ

れ らの もの をさ らに強 力に進 めて行 くべ き場 は、 自分 自身
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で あ り、家庭 で あ り、定員会 や ク ラス や教会 の責任 で ある。

また 、 「わた したちにあ るもの をあげ よ」 と、今言 われ て

いる相手 は、教会員 でな い隣 人や友人 で ある 。主 は私 たち

にそ うせ よと命 じられ た。 私た ちは歩 みを早め て、今 それ

を しなけれ ばな らない。

私 はパ ウロの働 きを読 むた びにいつ も胸 を打 たれ る。新

たな土地 キプロスや、現在 トル コ、ギ リシャ、 イ タ リア と

な って いる国 々に福音が伝 え られた ことを読 むと、 あらゆ

る民 に福音の影 響が及 ぶことが ひ しひ しと感 じられ る。 主

の み こころにかな う時機 にパ ウ ロが示現 を見 た ことを覚 え

ているで あろ う。 「夜 、パ ウロは一つの 幻 を見 た。 ひと り

のマケ ドニヤ人が立 って、 『マケ ドニヤに渡 って きて、わ

た したちを助 けて下 さい』 と、彼 に懇願 す るので あった。」

(使徒16=9)私 た ちの時代 で も同 じで ある。マ ケ ドニヤ

人の精神 が今 、私 たちを取 り巻 い ている。主 の時刻表 では

今が 、これま で以上 に広 く福音 を伝 える時 であ る。地 理的

に も、 また密度の濃 さに おいて も。世 界の大 勢の民 が、意

識の いか んを問わ ず、 「来 て下 さい。助 けて下 さい」 と叫

んで いる。それは あなたの隣人 で あるか も しれ ない。友 人

か も しれ ない。親戚 か も しれ ない。 昨 日会 ったばか りの人

か も しれ ない。私 たちは、彼 らに必要 な もの を持 ってい る。

ペ テロのよ うに、研究 と祈 りか ら新 たな勇気 を得 よ うで は

ないか。 「主 よ、 いま… …僕 た ちに、思い切 って大胆 に御

言葉 を語 らせて下 さい」(使 徒4：29)と 言 ったペ テ ロの

ように。

ペ テロのな した業 について読 み 、ステパ ノや ピ リポ、バ

ル ナバ の素 晴 ら しい働 き、パ ウロの 勇気 ある働 きを知 り、

今 日の大 勢の立派 な聖 徒た ちと同様 、彼 らが常 に福音 の開

拓者 と して仕えて いた様 子 を知 る ときに、私 はいつ も心 を

奮 い立 たせ、教訓 を得 るの であ る。私 は これ ら'の立派 な指

導者 たちの説教 を読 みなが ら、彼 らが その時代 の諸 問題に

取 り組 むと きに主の霊 感 を授 けられ た ことを知 った。

古代 の教会の た くさんの 支部 に実 った友情 や兄弟愛 を感

じることは喜 びである。そ こに は互 いの永遠の 幸福 を気づ

か い、互 いの物的福 祉 を思 いや る気 持が存在 した。 おそ ら

くは、今の時代 に兄 弟、姉妹 と呼 び合 う美 しい親愛の 関係

とち ょうど同 じように、そ こに は親 しい関係 が あった。

私 はよ くこう考 える。古代 の教会員 は皆 、教 え ら れ た

通 りに互 い を兄弟姉妹 と して本 当 に受 け入 れて いたのだ ろ

うか と。 古代の教会 は新 しい教 会員 の集 ま りで あった。す

べ てが 改宗者 であった。教会 に入 って1年 の 者 も10年 の者

も20年 の者 も、彼 らはいつ も互 いに愛 をも って親 しく交 わ

っていたので あろうか。 「パ ルテ ヤ人、 メジヤ人 、エ ラム

人」 「メ ソポ タ ミヤ、ユ ダヤ、 カバ ドキ ヤ、ポ ン トとアジ

ヤ、 フルギ ヤとパ ンフ リヤ、エ ジプ トと クレネに近 い リビ

ヤ地方 などに住 む者 もい る し、 また ロー マ人 で旅 にきて い

る者 、ユ ダヤ人 と改 宗者 、 ク レテ人 と ア ラビヤ人 」(使 徒

2ま9-11)そ の 彼 らが、 国籍 や教 育や地位 でね たみ、 そ

ねみ、差 別の心 を全 く持 たずに、兄 弟愛 を もってみな一緒

に働 いていた であろ うか。確 か にその通 りで ある。主がゲ

ッセマネに赴 く前 の最後の時 に 、 「わた しの い ま しめは 、
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これ である。 わた しが あなたが たを愛 したように、 あなた

がた も互に愛 し合 いな さい」(ヨ ハ ネ15：12)と 教 え られ

た理 由は、私 た ちにも明 らか であ る。

この 教 えは、今 日の私 たちに もその ま ま当 て はまる。 こ

の教会 は これ か らも常 に改宗者 で満 た され る ことで あ ろうも

場所 が ソル トレー ク ・シテ ィーであ ろ うとサ ンパ ウ ロで あ

ろうと、 ロサ ンゼル ス、 ロ ン ドン、東京 、 イ タ リアの トリ

ノ、その どこであ ろうと、友人 や隣人の 愛の 努力 に よって

キ リス トの羊の群 れ に新 しく入 った兄 弟姉妹 た ち、 その改

宗者 た ちが私 た ちの 中にい ることは 、主の御 計画で ある。

私 たちは福音の ま ことの精神 を もって互 いに交 わ り、愛 し

合 お うでは ないか。

パ ウロか らピレモ ンに あて た短い書簡 を読 むと、私 は い

つ も励 ま され る。それ は私 たちに、福音 に よる兄弟愛の 原

則 と精 神を教 えて くれ る。 ピ レモ ンの僕オ ネ シモは 、主 人

の所 か ら逃 げ出 し、 ローマに いるパ ウロの もとに来 た。パ

ウロはオネ シモ を福 音に 改宗 させ 、別人 と して彼 を ピ レモ

ンに送 り返 した。 そ してパ ウロはそれ を機 会 に、 この ふ た

りに大切 な真理 を教 えた。パ ウロは、僕 であ るオネ シモ に

は法に従 う ことの必 要性 を教え、 ピ レモ ンには も っと大 き

な愛、つ ま り僕 を 自由に 、 自分 と対 等に さえす るほ どの愛

が必 要 なこと を説 きたか ったので ある。 「捕 われ の身で産

んだわた しの子 供 オネ シモ について 、あな たに お願 いす る。

彼 は以前 は、 あなたに とって無益 な者で あ ったが、今 は、

あなたに も、わた しに も、有益 な者 になρ た。彼 をあな た

の もとに送 りかえす。

彼 が しば らくの間 あな たか ら離れ ていたの は、 あなたが

彼 をいつ まで も留め てお くためで あったか も知 れ ない。 し

か も、 もは や奴 隷 と してで はな く、奴隷 以上の もの 、愛す

る兄 弟と してであ る。 と りわけ 、わ た しに と ってそ うで あ

るが 、ま してあなた にと っては、肉 において も、主 にあ っ

て も、それ以上 で あろ う。 そこで、 も しわ た しをあなたの

信仰・の友 と思 って くれ るな ら、わた し同様に彼 を受 けいれ

て ほ しい。 も し、彼が あな たに何か不都 合 な ことを したか 、

あるいは、何 か負債が あれ ば、それ をわ た しの借 りに して

おいて ほ しい。

兄 弟 よ、 わた しは あなたか ら、主 にあ って何 か益 を得 た

いもので ある。・… ・・わた しはあな たの従順 を堅 く信 じて、

この手 紙 を書 く。 あなたは 、確 かに わた しが言 う以上 の こ

とを して くれ るだろ う。」(ピ レモ ン10-12、15-18、20、21)

こ の偉大 な宣教 師 は、何と大 きな兄弟 愛の精 神 を教 えて

いる ことか。 この イエ スの使徒 は、 コ リン ト人 に対 して、

も しも誤解の ゆえに人 を神か ら遠 ざけるよ うであれ ば、 自

分の 食習慣 を も変 えよ うとさえ言 っている。(1コ リン ト

8参 照)

こ れ と同 じ精 神 を全教会 の活動 の中 で 目に し、また毎 日

主 の王 国 に入 って くる人 々を聖徒 たちが両手 を広 げて受 け

入 れ、助 け、手 伝 い・、その人 たちの ため に祈 る姿 を見 る こ とは 、

喜 びであ り励 みであ る。教会員 同士 で、 また これか ら教 会

に入 って くる多 くの 人々の ために 、手 を差 し伸 べ るこ とを

やめて はな らない。彼 らを歓迎 し、愛 し、親交 を深 め な さい。
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聖餐会へ出席することによって霊的な成長をはかる

主の傷ついた肉と流 された血を記念 して繰 り返 し交わす神聖

な誓約とそれに伴う祝福について、特に末日聖徒に主は御自ら

啓示 しておられる。私たちは、贈い主御 自身がその口を通 して

語られた誓約の言葉と、それに伴う約束の恵みとを受けている

のである。私はこの誓約が神聖なものであることを感謝 し、ま

た信 じている。この誓約は教会員として聖なるしるしのパ ンと

水をいただくときに交わすものである。このしるしをいただく

ときはいつも、御子を常に忘れないことを御父のみ前に表明す

る。パ ンと水をいただくという行為によって、私たちはおごそ

かに誓約を交わす。すなわち主の戒めを守るということを行動

で示すと誓い、それに同意するのである。

天父は、私たちが一度ならずしば しば共に会 し、主の戒めを

守 り、主のみ名を再び私たちの身に受けるという誓約もしくは

協定を新たにする機会をもうけておられる。私は常にこの祝福

された機会を霊的成長の手段と考えてきた。自らをふさわしい

者にして主の晩餐の聖餐をいただくこと以上に、この目的を実

りあるものに してくれるものは他にない。私たちは肉体 を活気

づけるために食物をとる。食物をとらなければ体は衰弱 し、遂

には肉体がその機能を果たさなくなってしまう。同じように、

霊の体のためには聖餐を受ける必要がある。この聖餐により身

と霊に霊的な糧を取り入れるのである。もしも肉体の糧である

食物がそのような限られた場所で限られた時間に しか与えられ

ないとしたら、私たちは皆、必ずその場に臨むであろう。戦時

中多くの国々で配給制度が実施されたことを聞いている。人々
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は食糧を得るために決められた場所に集まらなければならなか

った。

私たちの国でも、砂糖やその他の配給食糧を得るために人々

が長蛇の列を作ったことは御承知のことであろう。戦時中はそ

のように食糧の供給が削減された。当時はそれが 当然のことで、

人々は決められた時刻に決められた場所に集まった。もし私た

ちが成長するために霊的な食物がどうしても必要であることを

認識し感 じたならば、この食物が与えちれる場所に何 をおいて

も出向くのではないだろうか。

私たちは聖餐の席に着 くとき、空腹でなければならない。も

しもこの世で最上の料理を用意 している晩餐会の席へ満腹で出

かけたならば、どんなにおいしそうなものでも食欲はわかず、

あなたにとって何の価値もないであろう。聖餐の席へ着 くとき

には、霊的成長を求め、また義に飢えかわいた状態でなければ

ならない。

私たちはどのように したら霊的に飢えかわし》た状態になるこ

とができるだろうか。私たちの中で安息日か ら次の安息日まで

の間に、言葉や思いや行ないによって自分の霊が傷つかなかっ

た人はいるだろうか。私たちは自分の行為を悲しみ、赦しを受け

たいと願 う。また誤って他人を傷つけることもある。自分の行

為を悲しむ気持や赦されたいという気持があるとき、赦 しを受

ける方法はバプテスマではなく、人に告白することでもない。

それは罪の悔改めである。私たちが罪を犯した人のもとへ行き、

赦 しを求め、それから心から聖餐のテーブルに着 くのである。

心から悔い改めて自らをふさわしい状態に置くならば、私たち

は赦しを受け、心に霊的な癒 しがおとずれるであろう。それは

実際に私たちの中に起こるのである。あなたはそれを感 じたこ

とがあるはずである。私は聖餐が施 されるときにみたまがそこ

に宿り、頭の上か ら足の先まで温かくなるのを感 じたことがあ`

る。あなた方も霊の傷が癒され、重荷が軽くされるのを感 じる

ことができる。安 らぎと幸福がおとずれるのである。それはこ

の霊の糧にあずかることによって受けることのできる、ふさわ

しくまた真に望ましい祝福である。なぜすべての人がこのよう

な機会を受けないのだろうか。定期的に聖餐会に出席し、これ

らの しるしをいただき、愛する御子のみ：名によって夫父に捧げ

ることのできるこの至高の礼拝になぜ参加 しないのだろうか。

それは私たちが聖餐についてよく理解 していないからである。

この祝福の必要性を感じていないからである。あるいは、この「

ようなしるしをいただくのにふさわしくないと感 じているから

である。

この誓約の中で皆さんに注意を促 したいことがある。ここで

聖句を少し引用 しよう。それは私たちの息子や娘、あるいは兄

弟姉妹が聖餐の席について聖餐をいただくときにふさわしい状

態でそのしるしにあずかってもちいたいからである。ふさわし

くなし'、ままでバ ン・を食 し主の杯を飲む者は、自分の身と霊とに

のろ・いを招くこと・になると聖句にあることはすでに聞いている

通 りである。主は次のように言っておられる。

「聖餐に'与るに先だち会員たる者は＼聖典に適える行為と信

仰あらんために、すなわち主の神の前に聖き道 を履み得んため

に、彼らが会員たる資格のあることを信仰深き行為と会話とを

以て教会員および長老たちの前にて明らかに示すべし。」(教
く
義と聖約20：68、69)

また、パウロは次のように教えている。

「主の杯と悪霊どもの杯とを、同時に飲むことばできない。

主の食卓と悪霊どもの食卓とに、同時にあずかることはできな 』
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い。」(1コ リント10：21>'.

さらにもうひとつの聖典には次のように書かれている。

「われが今汝らに与うる誠命は、わが肉(の しるしなるパ ン)

と血(の しるしなる葡萄液)と をわかち与うるときに、誰にて

もこれを飲みまた食う資格なしと汝らの認むる者あらば、その

者にこれを飲みまた食うことを許すべからず、と言 うことな り。 ゆ

わが肉(の しる しなるパ ン)を 食いわが血(の しるしなる葡萄

液)を 飲む資格なき者がこれを食いかつ飲むとせば、かくする

ことによりてその者は身も霊も救われざることになるなり。よ

りて、ある人がわが肉(の しる しなるパ ン)を食い、わが血(の

しる しなる葡萄液)を 飲む資格琴しと汝らの認むる者φらば、

その人の食うことも飲むことも禁ずべし。」(mニ ーファイ18：

28、29)

また近代の予言者に対して主は次のように言われた。

「さりながら何人にてもあれ、もし罪答あらば和 ぎを得るま

でこれに与らしむることなかれ。」(教 義と聖約46：4)

私た ちの中に自分には資格がないと考え、またこれらの聖な

るしるしのパンと水をいただくことで自らの身と霊にのろいを

招 くのではないかと恐れるあまり、聖餐の席に着 くことを臆す'

る人々がいる。 しか し私たちはすべての末日聖徒にこの聖餐の

席に着いてもらいたいと思 っている。そこは自己を吟味する場

であり、自己を診断する場であり、進路を修正 し、生活を正 し

て教会の教えやまた他の兄弟姉妹と調和 させていくことを学ぶ

場だからである。またそこは私たちが自ら裁 きを下す場でもある。

ある場合には、罪を犯 していながら聖餐にあずかろうと手を

伸ばす人に、教会の長老たちが、 「償いをするまで、聖餐を受

けてはいけません」と言うことがある。しか し通常、自分が自

.らの裁き人となるのは自分自身である。正 しく教えを理解 して

いる人であれば、罪ある状態で、・あるいは兄弟姉妹に対 して憎

しみや悪感情を抱きながら、主の肉と血の記念をいただく特権

にあずかれないことはわかるはずであ喬。この教会を去って1

週間や1カ 月で背教者となる者はない。徐々にその道を歩むの

である。

すべての男女にとって安全な道は、毎週安息日に聖餐の席に

着くことである。.私たちは1週 間で教会からどうしようもない

ほど遠ざかってしまうことはない。自分自身をよく見つめるな

らば自分が犯した過ちを正せないほど遠ざかってしまうことは

ないのである。しかしなが ら、自分に罪があり、その資格がな

いとして聖餐を受けることを止めたとしても、長い.間そのまま

の状態でいることはできないであろ.う。私はその人の心に時を

おかずして悔い改めようとする気持が生じることを確信している。

末日聖徒にとって聖餐の席への道は安全の道なのである。

私は、聖餐の祝福についてよく理解 していないために聖餐の

儀式に参加 しない者がいるのではないかと言った。私はこの現

世において私たちに、主が霊的成長のためにこの教会に対して

教え亡下さった神聖なまた恵み深き事柄の価値が本当に理解で

きるのかどうかいぶか しく思っている。人が決 して与えること

のできない恵みを約束されているこの儀式の場合は特にそうで

ある。ζれは、』ただ主のみがその子供たちに悟らすことのでき

るものである。

聖典には、神はその独 り子 をたもうほどにこの世を愛 して下

さったので、主を信 じ主の戒あを守る者はすべて救いにあずか

ると書いてある。 しかしながら、この聖餐についてはそれほど

の代価が要求されていない。これらの栄えある特権のすべてが

無償で与えられているのである。私は アメリカのある偉大な作



家の言葉を思い出す。 「悪魔の店では何でも売っているが、く

ず1オ ンスも金1オ ンス も同じ値段である。」

犠牲となるのは天だけである。要求に応 じられるのは神のみ

である。私たちはこの瞭いと犠牲のために、恐らく何も与 える

ものはないであろう。 しかしながら、だれかが何かを支払わな

ければならないのである。この地上にいる間私たちを救い、私

たちに霊の糧を与え、さらに永遠の世界において共に住む備え

をさせるために愛する御子、その任務にふさわしい天父の御子

を贈り物として私たちにお与えになり、この世を瞭うためにそ

の命を捧げさせたもうことは、何 と偉大なる愛であり犠牲であっ

たことだろうか。 ＼

私はアブラハムが息子イサクを犠牲として捧げた物語を読む

ときに、この物語を通 して、天父が御子をこの世のためにお送り

下さったその代価の大きさを私たちに知 らせて下さっているよ

うな気がする。あなた方はアブラハムの息子がどんなに待 ち望

んだ末に与えられたかをよく御存知であろう。父祖アブラハム

にとって息子 イサクは何にも増 して貴重な存在であったに違い

ない。しかし彼 らが喜びの只中にあるときに、アブラハムはこ

のひとり息子 を主に犠牲として捧げるように告げられたのであ

る。アブラハムはこれに応 じた。あなた方はこのときのアブラ

ハムの心を理解できるだろうか。あなた方は自分の息子をアブ

ラハムと同 じように愛 しているはずである。恐 らくアブラハム

ほどではないかもしれない。なぜならアブラハムの場合は状況

がかなり特殊だったからである。サラに別れを告げるときにア

ブラハムの心に去来 したものは何だったであろうか。犠牲を捧

げる場所へ向けて3日 の旅に出るイサクが母親に別れを告 げる

のを見たアブラハムの心境は、一体どのようであっただろうか。

私は恐らく深い落胆と非しみの気持を禁じ得なかったのではな

いかと想像する。ふたりは指示された地へ向かって3日 の間歩

き続けた。イサクはいけにえを燃やすためのたき木を背負って

いた。そして山のふもとまで来てアブラハムとイサクは休息 を

取り、従ってきた者たちをそこに残 して山へ登った。そのとき

イサクはこのように言 った。「お父さん、いけにえを燃やすたき

木はありますが、いけにえはどこですか。」

'こ の言葉はアブラハムの心を鋭くえぐったに違いない。父を

信 じきっていた息子はなおもこう言う。 「いけにえを忘れてき

たのではありませんか。」哀れな父親アブラハムは、この約束

の子を見つめ、「主が備えて下さる」と言うのが精一杯であった。

彼らは、山に登り、石を集め、その上にたき木を載せた。そし

てイサクは手足を縛られ、祭壇の上にひざまずいた。真の父親

なら皆そうであろうが、アブラハムは別れの接吻をし祝福と愛

を息子に告げたものと思う。そして今まさに父の手にかかって

死んで行かんとしている息子に対し、彼の身も霊 も引き裂かれ

る思いであったに違いない。準備かすべて整い、やがて刃物が

さやから抜かれ、アブラハムがその刃物を振 りかざしてまさに

息子を打とうとしたその瞬間、主の天使の声がした。、「それで

十分である。」

私たちの天父はこのアブラハムと同じ気持を抱かれた。いや

それ以上であったに違いない。天父の場合は、振 りかざした手

は途中で止められなかったからである。天父は、アブラハムが

イサクを愛 していた以上にイエス ・キ リス トを愛 しておられた。

それは永遠の世界において長い間忠実かつ誠実であった、御子

であり私たちの瞭い主である御方に、信頼と誉れを与え、常に共

におられ たか らである。天父は御子を心から愛 しておられた。

しかしなが ら天父は、この愛する御子を幾百万 もの臣下に囲ま

れた誉れある栄光の座から地球へと下ろされたのである。この

差は、私 たち人間の力ではとうてい理解できない。主は侮辱と

虐待といばらの冠とを受けるためにやって来 られた。神は園に

おいて、主が大いなる苦痛と非 しみの内に叫ばれるのをお聞き

になった。そのとき、主はあらゆる毛の孔から血の汗をしたた

らせたと言 われている。そして主はこう叫ばれた。 「わが父よ、

もしできることでしたら、どうか、この杯をわたしから過ぎ去

らせて下さい。」

私は尋ねたい。子供がこの世で希望を失い、何の助けも得ら

れずに泣き叫んでいるのを見て、何もしないでい られる親がい

るだろうか。おぼれている子供を助けるために，自分は泳げな

いのに川に飛び込んだ母親の話や、愛する子供を助けるために

燃えさかる炎の中に飛び込んで行った母親の話をよく聞く。

このような叫び声を聞くときに、平気でいられる人はいない。

主は私たちに自らを救 う力はお与えにならなかった。主が与え

たもうたのは信仰であった。私たちは、なさねばならぬことを

甘んじて受けるのである。私たちを救う力を持ちたもうのは主

であり、また御子を愛 し御子を救うことができたのは天父であ

った。天父は御子を群衆の侮辱から救い出す力を持っておられ

た。いばらの冠が御子の頭にかぶせられたとき、天父は御子を

救 うことができた。御子が、ふたりの強盗と共に十字架におか
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かりになり、 「他人を救 ったが、自分自身を救 うことができな

い。いま十字架からおりてみよ。そうしたら信 じよう」と嘲ら

れたとき、天父は御子を救うことができた。天父は地上の声を

すべて聞いておられたのである。御子が十字架'を背負い、愚弄

されながらエルサ レムの町を引立てられて行 き、その重荷のた

めに力尽きて倒れる様子を天父は見ておられた。そして遂にカ

ルバ リの丘に着き、木の十字架におさえつけられた手足が狂え

る釘に貫かれ、裂けた皮膚と肉から血が流れ出るのを御覧にな

っていた。天父はそうした様子をすべて見ておられたのである。

このときは、アブラハムとの場合とは異なり、刃物は途中で

止められなかった。愛する御子の命の血が流 されたのである。

そして救い主が、 「わが神、わが神、どうしてわたしをお見捨 .

てになったのですか。」と言われるときまで、この大いなる悲

痛と苦難の様子をじっと見守っておられたのであった。

このとき天父が幕の彼方でこの死との格闘の様子をもうこれ

以上耐えられないというところまでじっと見守っておられたこ

とが、私にはわかる。そして死に行く息子に別れを告げ、最後

の苦悶の様子を見ないですむようにと部屋から連れ出されたあ

の母親のように、天父もその偉大な心を御子への愛で張 り裂け

んばかりにして頭を垂れ、宇宙の一角に姿を隠された。その瞬

間にも御父は御子を救えたというのに。私は私たちをお見捨て

にならなかったことを天父に感謝し、天父を賛美 したい。天父

が心に抱いておられたのは御子への愛だけではない。私たちを

も天父は愛しておられたのである。私は天父がこの業を途中で

やめられなかったことを感謝したい。天父は私たちを愛してお

られるが故に、御子が苦しみにあわれるのをじっと耐えておら

れたのである。そして遂に御子は私たちの救い主、贋い主とな

られた。従って、もしも御子がおられなかったならば、御子の

犠牲がなかったならば、私たちは地に葬 られ、決して栄光を受

けて主のみ前に戻ることはできなかったであろう。このために

天父は御子を人間のために贈 り物として与えるという代価を支

払われたのである。

私はこの贈 り物に対 し、どのように感謝の気持を示すことが

できるだろうか。御子をお授けになることが天父にとってどれ

ほど大きな代価であるかを知っているならば、また御子を身に

受け、御子からもたらされる霊的な生活を受け入れることが欠

かすことのできないものであることを知っているならば、常に

聖餐のテーブルに着き、私たちに与えられた贈り物に感謝する

ことだろう。なぜなら、神が御自身のことをねたむ神であると

言われたからである。私たちがこの最 も偉大な贈り物を無視 し、

忘れ、軽々しく扱うならば、神はねたまれるだろう。

霊的成長を遂げない者は、だれも天父のみ前に立つことはで

きないし、主イエス ・キリス トと交わる乏ともできないことを

私は知っている。霊的成長がなければ、神のみ前に行 く備えが

できないのである。聖餐が必要である。毎週、誓約を更新 しな

ければならないのである。聖餐を通してもたらされる祝福が必

要なのである。私は今、・私が話していることが真実であること

を承知している。私は主が生きたもうことを証する。そして主

がこの犠牲となられた御方、私たちのために贋いの業をなさっ

た御方であることを知っている。主はこれらのことを次の世で
ぺ'はなくこの世において私に示 して下さった

。

私は救い主の十字架上の死と復活の事実について証を得た。

2年 前のある経験を思い出す。私はあの出来事を決 して忘れる

ことができない。そして今晩、私はあなた方、若い兄弟姉妹た
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ちにそれを話したいと思う。その証を誉れとする気持か らでは

なく、心からの感謝の気持でこの証をのべたい。私は主が生き

たもうことを知っている。私は、人が救いを見出すのは御子を

通してであり、私たちはこの祝福をもたらすために捧げられた

犠牲を忘れてはならないということを知っている。この犠牲は

私たちが天父のみもとへ行き、義とされる備えである霊的成長

の手段として与えられたものだか うである。

私はフォートペ ックインディアン保留地で他の数名の兄弟た

ちと共に伝道 していた。そして伝道に関するある事柄を決定す

るために主の導きを求めていたときのことである。私たちは行

なっている業が主のみこころにかなったものであるとの証を得

た。私はある晩、夢をみた。私は聖なる建物である神殿にいた。

しばらく祈った後で、私は恵まれてひとつの部屋に入り栄光あ

ふれる御方とお会いすることができると告 げられたのである。

そこで部屋の扉を開けると、壇のところに座っておられる御方

が見えた。その御方は私が今までこの目で見たどの御方よりも

栄光に満ちた御方であり、またその姿は永遠の世界におられる

御方として私が想像 していた姿を超越したものであった。私が

どなただろうかと思って近づくと、その御方はお立 ちにな り、

手を差 し伸べなが ら私の方に歩いて来られた。それから私にほ

ほえみかけ、やさしく私の名を呼びたもうた。もしこの地上に

百万年生きたとしても、あのほほえみは忘れることができない

であろう。この御方は私を抱き、接吻し、私の顔を胸に押 しあ

てて祝福された。私は骨の髄まで溶けてしまうのではないかと

思、ったほどである。祝福が終 ったので私はその方の足もとにひ

ざまずき、その足に接吻した。私の涙でぬれたその両の足を見
も

ると、世の瞭い主であるその御方の足には釘跡が見えた。愛、

慈愛、祝福、その他すべてのものをそのみ手に持ちたもう主の

み前に立ったときの気持は、夢で見せてもらったものを実際に

受けることができるのであれば、持てるもの、望むもの、手に

触れるものすべてを差 し出しても惜 しくないほどのものであっ

た。

聖餐にあずかるようにしようではないか。聖餐こそ私が今受

けている祝福された特権である。私たちはこの世にあって戒め

を守 り、主を信 じて祝福されたみ名を身に受け、主の模範に従

って霊的な生活を送ると証し、主をたたえるよう求められている。

しかしもしも天父のみ前に立ったときにそれを行なわなかったこ

とに対 して弁解を述べるとしたら、それは恥ずべきことではな

いだろうか。

私たちが少年少女たちにこのことの必要性 を感 じさせること

ができるなら、彼らも私たちも聖餐会に出席するであろう。私

は、十字架上のイエスを見てはいない。いばらが突きささった

額も、また釘が打ち込まれた手も見てはいない。しかし、主が

ほほえみながら手を差 し伸べ、 「私のもとに来なさい」と言っ

ておられることを知っている。

定められた時間1と主のみもとに行こうではないか。また子供

も伴おうではないか。主に忠実であることによって、この神聖

な儀式を守ることにより得られる祝福、今も永遠にわたっても

私たちのものとなる祝福を見出そうではないか。

桜
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日々の恵み

星を近 く感 した夜

コ リナ ・N・ バ ス

アル ゼ ンチ ン

子供のとき、私は主に対 して本当に深い信仰 を抱いてい

ました。イエスは両親のように身近 な存在でした。また、

毎年 クリスマスは深い意味のある美 しい時節で した。夜は

輝 きに満ちていて、12月 に入 るとさっそ く 「クリスマスの

星」を捜 し始めたもので した。幾晩 も外を歩 きなが ら、南

半球のきらめく夏空を仰いだものです。星はながめればな

がめるほど地上に近づくように思われ、私の胸には赤子の

イエスに対する愛が満ちあふれ、その誕生に対する畏敬の

念で満たされました。

しか し14歳の年に、私はイエスの存在を否定する気持を

感 じて悩み、世間の方法で神 を探求 し始めました。聖 トー

マス ・アクイナスやカント、ヒューム、聖オーガスチン、

ニーチェ、ショウペ ンハウエル、デカル トなど合理主義哲

学の大家やその他大勢の著者の本を読み、無神論者の友人

たちに囲まれて、私はやがて、限界ある人の悟性にいどむ

現象と、恐怖 に満 ちた不可思議 な世界に対する恐れゆえに

人間は神を作 り出したとの結論に達 したのです。

私は神を物理学に置 き換えました。そこにあるのは究極
　

の科学 で した。人類 のな ぞはすべ て、や がて物理学 で究明

され ると考 えたの です。 とこ ろが 、まだ心 にひ っかか るも

のが あ りま した。幼 な友達 との話の 中で 、創造 につ いて ほ

とん どの疑 問 は論理 にか な う答 えが出たが 、た だひ とつ小

さな ことが ひっかかる。「そもそも生命 はどこか ら始 ま った

のか。生 命の火 をと も したの は一体 何か」と、彼 に話 しま し

た。

その友 人は穏 やかに答 えま した。 「そ うだよ。君 は主の

偉大 さを よく知 ってい るの さ。否定 する理 由を山 ほど見つ
ヒ レ

けなが ら、 ちっぽけな ひとつの ことで、ス トップ じゃない

か。」 それは一考 に値 す る大事 なことなの ですが、私 はそ

れ を拒 みま した。

あ る 日 の こ と 、ひと りの友 人が 、イギ リス協 会の 「英

会話」 クラスで 「ふた りの アメ リカ人 」が英会話 を教 えて

い ると教 えて くれ ま した。私 は好奇心 か ら出か けて行 きま

した。 そこで ひと りの アメ リカ人が 、みん なが神 を本当 に

信 じた ら世界中の 問題 が解消 す るとい う話 を したと き、私

は大声 で笑 い出 して しまい ま した。 その 宣教師 た ちは見 る

か らに素 朴で、教育 が あると も感 じられな いような人 々で

した。 けれど も、私 はその後 も彼 らの クラスに通 って意地

悪 を続 けま した。

しば らく して 、彼 らが クラスの人た ち を 「ミューチ ュア

ル」のパ ーテ ィーに誘 うと、私 は またまた好奇心 に駆 られ

て出か けて行 きま した。 その会 では酒 や タバ コはな く、み

んな で楽 しい時間 を過 ご しま した。その会 の帰 り道 、私の

心は奇妙 にか き乱 され てい ま した。そ う して結局 また出か

けて行 きま した。 その うちに、私は いつの まに や ら彼 らが

主催 す る ク リスマ スパ ーテ ィーの 計画に本 気で打 ち込 む よ

うにな っていま した。 支部の会員一 人一人 に カー ドを作 り、

ク リスマ スプ ログラムの ために詩 を書 き、衣装 を作 り、 キ

リス ト生誕の 背景画 を描 きま した。 何が私 をそ うさせたの

か、全 くわか りませ んで した。 友達 はとまどい、妹 は怒 り、

母 は途方 に暮れ ま した。

そ して どたん場に なって、私 はイエスの母 マ リヤの役 を

割 り当 て られたので す。 そ こで 、これ までに見 たこと もな

い粗 末 な、何 か ら何 まで手造 りのステ ージに、古 びた人形

を抱 いて立 ってい ると、長 年味 わ った ことの ないある種の

気持が私の胸 に迫 ってきたの で した。 も しそ こで頭 を上 げ

て、 自分 が描 いた 「窓」 を見 た ら、 きっと星 が見 え、ベ ッ

レヘムの丘 が見え ると、は っき り感 じたの です。 だれに も

何 も言い ませ んで した。 で もその夜 教会堂 の外に出 ると 、

星 が とて も近 くに見 えて、手 を伸 ばせ ばさわれ るよ うな気

が しま した。

宣 教師の レッス ンは知識 的 には私 の心に訴 えは しません

で したが、続 けな くて はとい う気持が しま した。 そこで、

モル モ ン経 を読 み ま した。その とき、私 はそれが真実 であ

る ことを知 ったのです。 その2年 後 、私 は祝 福師 の祝福 の

中 で、 こう告 げ られ ま した。 「あなたの御 父は… …御父の

みそばで生活 した記憶 を とどめさせ… …それゆ え、あなた

は再 び御父の み声 を聞 くときに、それ を主 のみ声 と知るで

しょう。」 その と き、私 はすべ ての 疑問の答 え を知 ったの

です。神は生 きて お られる。主権 と力のす べて を持 つて。

「輝 くわれ らの 隊」 を導 かれ る主 は、その み手 を伸 べて、

アルゼ ンチ ン ・ブエ ノス アイ レス東 伝道部 キル メス支部の

あの 小 さなステー ジで 、かた くなな心 を動 か して下 さった

の だと。
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追 悼 の 辞

ヒ ュ ー ・B・ ブ ラ ウ ン 長 老

(1883 1975)

「ヒユ ー ・B・ ブ ラウ ンの ような人

物は偶然 に出る もの ではな い。彼 らは、

本 当の意 味で約束の子 で ある。 これ は

1975年12月5日 、 ソル トレー ク ・タバ

ナ クルで行 なわれ たブ ラウ ン長 老の葬

儀の しめ くく りに、 スペ ンサ ー ・W・

キ ンボール大管長 が述べ た言葉 で ある。

十 二使徒 評議員会 会員 であ った ヒュ

ー ・B・ ブ ラウ ン長 老 は、長 期療 養中

の12月2日 、火曜 日lLDS病 院 で92

歳 の 生涯 を閉 じた。

ブ ラウ ン長老 の甥 にあ たる大 管長会

のN・ エル ドン ・タナー副管長 は語 っ

た。「両親以 外 で、私 のr生 に一番 深 く

大 きな影響 を与 えたの は ヒュ ー ・B・

ブ ラ ウンだった。… … 彼 の思慮 深 い指

導と私 に示 して くれた大 きな模 範 を、'

私 は永遠 に感謝 する だろ う。 ブ ラウ ン

長老 とは、彼が独 身の頃 か ら家 で身近

に接す る機 会 があ ったが、彼 は誠 実 な

親思 いの息子 だった。 自分 の家庭 を持

ってか らは、親切 な愛情の深 い夫 であ

り、父親 であ った。」

ブ ラウ ン兄 弟の管理 下に英 国で伝道

した経験 の ある十 二使徒 評議員会 会員

のマ ー ビン ・J・ アシュ トン長老 も、

この ように語 る。 「話す言葉 は平 明、

雄弁 だ った。礼儀正 しい人 だ ったが、

それで いて親 しみ：やすか った。洗練 さ

れ てい たが 固苦 しい と ころはな く、確

固 と してい なが ら人 なつ こか った。勇

気 を持 ちつつ 、 しか も親切 で、 いつ も

温 かな理解 と貴重 なユーモ アの セ ンス

で人 を高 めて くれ ていた。」

ブ ラウ ン長 老 は神 が 自分 にお授 けに

なった使命 を聖霊の助 けに よ り理解 し、

また生 涯聖霊の ささや きに頼 った人 で

あった。彼が17歳 の1900年 に カー ドス

トンで、その よ うなひとつの出来事 が

あ った 。 自分の家 で行 なわれた結婚 式

のパ ーテ ィーに、 「ジニー ち ゃん」 と

い う愛称 の12歳 の少女が母 親 と一緒 に

出席 してい た。後 にブ ラウン長老 の永

遠の 伴侶 とな った人で ある。 ブ ラウ ン

長老 は後 に こう書 き記 して いる。

「小 さな女の子 だ った。金髪の カール

が肩 までたれ て、母親の わ きに恥 ずか

しそ うに立 って詩 を朗 唱 する彼女 に、

深 い印象 を受 けた。母 に 『いつか ぼ く

はあの子 と結婚 す る よ』 と言 うと、母

は 『まあ、 いい こと!そ うなるとい い

わ』 と答え た。 」初対 面揮 ったので彼

は ジナ ・カー ドにむ ろん何 も言 わなか

った し、伝道 を終 える5年 後 まではそ

の こと を彼女 に話 さなか った。

もうひとつ 、み たまが力強 く働い た

興味深 い経験 は、 ヨー ロ ッパ で伝 道中

の ことで ある。

ヨー ロッパ伝道 蔀長の ヒーバ ー ・J・

グ ラ ン トは、大学 都市 ケ ンブ リッジの

257



ノー リッチ地 区での責任 をブ ラウン長

老 に与 えた。 それまで に最 後の長 老 た

ちが暴徒 に追 われて お り、着任 した そ

の 日か らブラ ウン長老が ひと りでそ こ

に残 る形 となった。若 くて経験 もな く

学 問 もな いカナダの カウボー イが ケ ン

ブ リッジに来 たとい う自分 の現実 を見 、

何 日チ ラシを配 って も手 ごた えがな い

の で、 自分が こ こに送 られ たの は間違

いだ った と感 じたとい う。彼 はす っか

り意 気消沈 して下宿 へ戻 った。す ると

その晩 、 ひと りの男 が尋 ねて来 て、 自

分の家族 も含 めて17家 族が1週 間前 に

英国鞄会 を信 じられな くな って離れ た

と話 して くれ た。 その週 はず っと、新

しい牧師 を送 って下 さるように主 に祈

って いた との ことである。 その男 はブ

ラウ ン長老 が置 いて行 ったチ ラシを見

つ けて、 自分 たちの祈 りは答 え られた

と感 じたとい う。 その 男 はこ う言 った。

「私 はお願 いに まいったので す
。 あ し

た、私 の家へ い らっ しゃって、私 ど も

の新 しい牧師 様に なって下 さい。」

ブ ラウ ン長老 は承諾 したが 、 自分 に

その用意 はない と恐れ を感 じた。それ

までに伝道部 の集会に 出た経 験 はな く、

何の 訓練 も受 けていなか ったの で ある。

しか し彼は、 「神 が面倒 を見て下 さる

.とい う深い信仰」 を持 って、す ぐに 日

夜祈 りと断食 を始 めた。つ いに約 束の

集会の 時刻が やって くると、 「死 ぬ ほ'

ど恐 かった」 と彼 は言 う。彼 は集会 を

「高 きに栄えて」の 歌で始 め
、全員 に

ひざまずいて も らって祈 りを捧 げた。

「神の み名を呼ぶ と、恐れ も心配 も気

づか いもすべてな くな り、神 が引 き受

けて下 さる と確信 した。神 は不思議 な

方法 でそれをな さった。」

ブ ラウ ン長 老 は、終始 「主 が私 を通

して彼 らに語 られ た」 と感 じなが ら、

45分 も話 を した とい う。集会の 終 りに、

出席 した人 た ちは自分 た ちが捜 し求 め

ていた真理 を教えて も らったと、 口々

に証 した。 それか ら3'カ 月の 間に、 そ

の夜その場 で教え を受 けた全員 がバ プ

テスマ を受 けた。
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感動的な経験が伝道中にもうひとつ

ある。ブラウン長老が大変な病気に見 ・

舞われて、召 しはあと1年 残 っていた

が、グラント伝道部長か ら治療を受け

るために解任を勧められたことがあっ

た。そのとき彼は、グラン ト伝道部長

の按手で祝福を受ければ、健康になっ1

て伝道が続けられると、確信をもって

答えた。伝道部長が祝福を施すと、す

ぐに病は癒えてその後 も再発せず、伝

道がまっとうされたのである。そのよ

うな縁で、ブラウン長老はヒーバー ・

J・ グラン ト大管長を尊敬 し、親交 を

結ぶこととなり、交流は生涯続 いた。'

ブラウン長老が帰国すると、愛する

あの女性はすでに別の男性と婚約 して

いた。彼 はその事情をアルバータのE・

J・ ウッドステーキ部長に相談 したが、

ステーキ部長 は折 り返 し、 こう返事を

よこした。 「ジナ ・カー ド嬢は女性の

中の宝石です。 あなたがソル トレーク

の4月 大会に来て彼女にその気持を話

せば、きっと今の話を破談に して、あ

なたとの結婚を選ぶでしょう。」ブラ

ウン長老はステーキ部長に言われたよ

うに した。大会の帰途は約束を得 られ

なかったが、その翌年の1908年 に、

ソル トレーク神殿でジョセブ ・F・ ス

ミス大管長の司式によりふたりは結婚

した。

さらにブラウン長老の一生を特徴づ

けるものに、勇気と決意と大きな指導

力があげられる。1912年 にステーキ部

長会の要請で、カナダ予備軍のための

末日聖徒の分遣隊を組織する前準備の

ため、カルガ リーへ軍人教育を受けに

出かけたときにその天分が認識 された。

それまでオタワ市議会に、モルモ ン

は不忠実で、ヨーロッパ戦争が起きれ

ば英国を支持する立場は取らないだろ

うとい う報告が出されていたが、アル

バータ州 レスブ リッジ出身の一議員が、

モルモンは忠実で、ただ軍にあっても

できればモルモンである指導者に従い

たいだけなのだと、それに応酬 した。

ウッドステーキ部長は他の4人 と共に

ヒュー ・B・ ブ ラウンを召 して、士官

養成の軍隊教育に派遣 した。ブラウン

長老は3年 間毎週訓練 を続 け、中慰か

ら大慰、ついには少佐へと進んだ。そ

れからその5人 の士官はカー ドス トン

で騎兵大隊を組織 し、カルガ リーで騎

兵訓練を施 した。1914年 に戦争が勃発

すると、彼は他の4人 のモルモ ン士官

と共に海外派遣の騎兵大隊を編成する

命を受けた。部隊は1915年 、第13海 外

騎馬施条銃隊に所属 し、カルガ リーと

メデ ィスンハ ットで訓練 を受けた後、

1916年 に リバプールに上陸 した。

ところが リバプ」ルまでの途中、カ

ナダのペ タワワで、モルモンの騎兵大

隊も加わっていた1，500人 の部隊に暴

動が発生 した。緊急召集 された士官た

ちはす ぐさま武器で鎮圧することを主

張 したが、ブラウン長老はそれに反対

し、丸腰で反乱部隊に乗 り込んで行っ

た。そ して近 くのテン トから持ち出 し

たテーブルの上に立 ち、2時 間もかけ

て話合 いをした。事態は深刻で、反乱

が全部隊に波及 して死者 も出 しかねな

い様子だったが、ついに彼は全員を各

自のテン トに戻るように納得 させ、大

過なく終わったのである

戦争終結後、ブラウン兄弟は法律を

学 びに学窓へ戻った。学業 を修め、見

習い期間を終えて、1921年 、弁護士の

資格を得た。後にソル トレーク ・シテ

ィーへ移 ってか らは、グラナイ トステ

ーキ部のステーキ部長に召 された。

1937年 にはヒーバー ・J・ グラン ト

大管長の召 しで、英国伝道部を管理 し

た。この召 しの間に軍隊及 び法曹界で

の経験が大 きな力を発揮 したに違いな

い。ちょうど英国滞在中に第2次 世界

大戦が起き、英国や欧州諸国か らの宣'

教師引揚 げに助力することができたか

らである。

ブラウン長老は1946年 から1950年 ま

でブ リガム ・ヤング大学で宗教を教え

その後、カナダのアルバータ州の石油

開発会社の社長 となった。 ここで豊か

な収入を得た彼は、人生の大半を教会



「の 召 しに捧 げてきたその 間の借金 をす

っか り返 済す る ことに なる。

カナ ダでの仕事 は や りがい があ った

が、人生一 番の 引 き潮 を経験 したの も、

この時期 で あろ う。家族 は健 康 だ った

が、彼 は 自分の残 りの人生 に主 がどん

なみ 旨で い られ るのか を、知 っては い

なか った。彼 はこ う記 してい る。

「1953年10月 、 カナ ダロ ッキ ー山脈

に登 って、油 田掘 りの監督 を した。家

族 は心身 と もに元 気でか な りの収入 も

あ ったの に、私 はずいぶ んと気が めい

って悩ん でいた。 ある朝早 く山 に登 り、

祈 りで主 と語 った。 私は主 に、石油 の

仕事 で金持 になれ そ うだが 、 も し知 恵

ある主が それ は私 や家族 の ために な ら

ないとお思 いな ら、 この仕事 を終 りに

して下 さいと話 したの で ある。

その夜 、ロ ッキ ー山脈 の小屋 か らエ

ドモ ン トンまで、心が晴 れぬ まま霊的

に低 い状 態で帰宅 した。 その晩 は食事

を取 らずに ひと りで寝室 へ行 き、 自分

は到底 眠れそ うもな い し、迷惑 をか け

る と思 うか ら別の部屋 で休 んで ほ しい

と妻に話 した。私 は夜通 し悪霊 と闘 っ

た。私の 心に取 りついた霊 は、 い っそ

命 を奮 い去 られたい と願 った。 自殺 と

か はみ じん も考 えなか ったが 、主 が何

とか して死 ぬてだて を立 て て下 さるよ

うに と願 った。 部屋は闇 に満 ち、悪霊

が支配 してい た。それが あ ま りに もな

まな ま しくて 、今に も自分が消 え入 る

ように感 じた。 明 け方の3時 頃 、部屋

を動 きまわる私の 気配 を聞 いて妻 が起

き出 し、部 屋に来 て どう したのか と尋

ねた。妻 は ドアを閉め るな り、 『まあ、

あな た、この部屋 には何が いるの 』と

言 い、私 は 『サ タンだよ 』と答 えた。

それか ら後 はふ た りで、 ほとん どひ ざ

まずいて時 を過 ご した。翌 朝事務所 に

行 くと 、(土 曜 日で だれ もいなか った〉

私 は ひざまついて も う一度祈 り、 その

悪霊 か ら救 って下 さい と願 った。す る

と平安 な霊が 私 を満 た し、私 はその こ

とを妻 に電話 した。

その 夜10時 頃風 呂につか ってい ると、

電話 が鳴 って、妻が 『ソル トレー クか

らよ』 と叫 んだ。電話 を取 ると、相手

の声 が した。 『私 はデ ビ ッ ド・0・ マ

ッケ イです。主 は あなたが これか らの

人生 を教 会の奉仕 に捧 げ るように望ん

で お られます。 ステ イナー ・リチ ヤー

ズ長 老 が死去 された後 をついで 、あな

たが十二 使徒補助 にな る ことを、今十

二使 徒評議 員会 で決定 しま した。』

妻 と私 は前 の晩は 眠 られ ない夜 を過

ごしたが、そ れは恐 ろ しい夜 だ った。

しか しその晩 は同 じよ うに眠 られ な く

って も、喜 びにあふれ た夜 だ った。主が

必要 なときに、 この ように遠 く離 れた

私 た ちに も手 を差 し伸 べて下 さること

を知 ったか らである。」.

ブ ラウ ン長 老が悪霊 との 闘いの後 に

召 しを受 けたとい う話は、 ジ ョセ ブ ・

ス ミズが見 神の前 に悪霊 と闘 ったこと

と似 か よってい る。霊 の指導者 た ちの

多 くが、 その ような経験 を してい るこ

とは確 かで ある。

その後 、1958年 に十二 使徒 に支持 さ

れた彼 は、1961年 に はデ ビ ッ ド ・0・

マ ッケイ大管長 か ら副管 長に召 され、
'
J・ ル ーベ ン.・クラー ク ・ジュ上 ア副

管長、 ヘ ン リー ・D・ モ イル副管長 と

共に働 いた。 クラー ク副管長 の死に伴

って第二 副管長 、モ イル副 管長の死に

伴 って第一 副管長 に支持 され、マ ッケ
レ

イ大管長が死去する1970年1月 までは

タナー副管長 と共に働いて、その後は

懐 しい十二使徒定員会に戻った。

農夫、カナデ ィアンカウボーイ、宣

教師、軍人、弁護士、教授、実業家、

教会指導者として過ごしてきた一生の

ほとんどの期間、 ヒュー ・B・ ブラウ

ンのかたわらには、彼と同 じように強

く、 ウィット豊かで献身的な彼自身の

認めるところによれば彼よりもっとみ

たまに感 じやすい女性がいた。

夫妻は教会の召 しでやむなく長期間

別居 したが、そのためブラウン姉妹は

夫との別居や生活環境の激変、経済的

な苦 しみなどの連続であった。彼女は

また、両親や子供の大病 を経験 し、夫

の名をついだ飛行士の長男が、第2次

世界大戦で北海洋上に果てるなどの試

練に耐えてきた。

ブ リガ ム ・ヤングとジナ ・ハ ンチン

トンの孫娘、そ してカー ドス トン市創

立者の娘であるジナ ・ヤング ・カー ド

は、先祖に恥 じない一生を送り、1974

年12月 、夫に先立 った。

少なくとも一方においては彼女が12

歳のときに始まったふたりの恋愛は、

再びふたりが結ばれた今もなお続いて

いる。年老いてか らの この最も慕わ し

い関係は、祖父を見守 る人々に愛 と尊

敬の感涙を誘 っていた。ステッキにす

がるか、息子や孫 や曽孫に助けられて

教会の責任か ら帰宅する91歳 の彼は、

家に近づくと、やさしくジナの寝室の

窓を叩き、玄関に向かいなが ら叫ぶの

である。 「ただ今、ママ、パパが帰っ

たよ。」ブラウン長老は高齢と最後の

病気による衰弱にも、体の許す限 り、

妻のベ ッ ドへ行き、66年 連れ添った永

遠の伴侶にキスをし、挨拶するのだっ

た。

259



追 悼 の 辞

エ ル レ イ ・L・

ク リス チ ャ ンセ ン長 老

「ず っと以前 に私 は、主が その しも

べを通 じて私 に求め たも うすべ ての こ

とは何で も行 な う、何 で も差 し出す用

意が あると、主 に約束 を しま した。私

はその ように努めて きま した。」 ク リ

スチ ャンセ ン兄弟は 、十 二使徒 評議員

会補助に支持 された1951年10月 に こう

語 った。以来 この言葉 は彼の一 生 を特

徴づ ける もの となった。

ク リスチ ャンセ ン長老 の奉仕 の一生

は、1975年12月2日 、急な最後 を迎 え

た。心不 全に よるもので78歳 であ った。

12月4日 木 曜 日に行 なわれ た葬儀 の席

上 、十二 使徒評議員会 のエ ズ ラ ・タフ

ト・ベ ンソン会長 が弔辞 を述 べた。 話

を始 めたベ ンソ ン長 老 は、 ク リスチヤ

ンセ ン長 老 の 死 は 本 人 の 願 い通 り、
む

「最後 の最後 まで働 きに忙 しか った」

と述 べなが ら、こみ上 げて くる感情 を

懸命に こらえていた。ベ ンソン長老 は
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こ う続 けた。 「私 は この神の僕 を、心

か ら愛 して いま した。40年 来 の友 で し

た。 彼は いつで も天 父の仕事 を して い

ま した。」

ク リス チ ャンセ ン長老 が教会 の召 し

の責任 を果 たす とき、その力の源 は家

族 だ った。 クリス チ ャンセ ン兄 弟は、

1951年 の10月 大 会 で次の ように話 した。

「私 が困難 な試 しに遭 った ときは、い

つ もす ぐに素晴 らしい妻 が私 を励 ま し

子供 たちが力づ けて くれた。その 支え

が、私 の これ までの一生 で得 た最 も心

強 くあ りが たい助 けの ひとつ だった 。

家族の助 けの おか げで、私 た ちは この

ように して 自分 の最善 を尽 くして こ ら

れ たの であ る。」

ク リスチ ヤンセ ン兄弟 はユ タ州 メイ

フ ィール ドで出生。ユ タ入植の初期 教

会員 を先祖 に持 つ。父親 は営林署 官吏

も勤 めた農夫 で、 ク リスチ ャンセ ン兄

弟が後 日ユ タ州立農業大学に学んだの

も、恐 らくは父の影響に負 うものであ

ろう。彼 は後にブ リガム ・ヤ ング大学、

ユ タ大学で学位 を得た。専攻は教育学

で、教師、学校の理事 として長年働い

ている。一時期 は教会の学校やセ ミナ

リーでも教鞭をとった。

クリスチャンセ ン兄弟は結婚後まも

なく、新妻と共に合衆国中部諸州伝道

部のフル タイム伝道に召された。その

後1937年 にはテキサス ・ルイジアナ伝

道部伝道部長に召され、4年 余 りその

召 しに あった。

その他の教会 の召 しと して は監督 、

ステーキ部長 、副 ステーキ部長 、 ステ

ー キ部 高等評議 員 、YMMIA会 長 会

な どである。1943年 か ら、十二 使徒 評

議員会補 助に召 ざれ る1951年 ま では ロ

ーガ ン神殿の神殿 長 をつ とめ た。 その

後 十二使 徒評議員 会補助の か たわ ら、

ソル トレー ク神殿 長 も兼任 し、後 に は

世 界中の 神殿の コーデ ィネー ターに任

命 され た。

ク リスチ ヤンセ ン長老 はチ ェ ロの 名

手 で もあ った。弦楽 合奏 を行な い、 し

ば らくはユ タ ・シンフ オニー オーケ ス

.トラにも所 属 した。

葬儀 を主宰 し、.最後の話 を章 け持 っ

たスペ ンサ ー ・W・キンボ ール大 管長 は

この よ うに語 った。 「ク リスチ ヤンセ

ン兄 弟は朗 らか な人で した。自分 の務

めを本当 に楽 しんで いる様 子 で した。

彼 と一 緒 にい ると きにいつ も喜 びを覚

え た もの です。」
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な りませ ん で した。 で も､の う

じょ うで とれ るたま ごや ミル ク

や､く だ もの を うっ たお 金 は､

じぶ んの ち ょ金 に して よい こ と

に なっ て い ま した。

み な さん､は た らか な い人 は､

こ うふ くに はなれ ませ ん。 天 の

お 父 さ まは､｢は た らか な い人

は､は た ら く人の パ ン をたべ て

は な らな い｣と お っ しゃい ま し

た。世 の 中 には､な まけ て い る

の に､人 のせ わ に な ろ う とす る

人 が い ます。 で もそれ は､イ エ

ス･キ リス トの お しえに､か な

って は い ませ ん。 わ た した ち は

よ くは た ら き､ほ ん と うに こ ま

って い る人 に は､た べ ものや､

きもの をわ け て あげ な けれ ば な

りませ ん。

わた しは 前 に､む か しイエ ス

さ まがす ん で い たナザ レの 町 に

行 った こ とが あ ります 。 そ こに

､

冷
ρ
､
,
ガ

ノ

一 一

い

は､今 で も イエ ス さ まの じだ い

だい く

とお な じよ うな､大 工 の みせ が

あ ります。

イエ ス さ ま も､子 ど もの こ ろ

か ら大工 の しご とを しま した。

そ して､た くさん の よい こ と を

､r

㌧蟹

∴
が等

一

　～凝

/
'

葺

一し}

学 び ま した。 い っ し ょうけん め

いは た ら くな らば､わ た した ち

は､よ い家 ぞ く､よ い りん人､

そ して よい 人げ ん に なれ るの で

す。

み な さん､今 か らは た ら くし

ゅ うか ん を､み につ け ま しょ う。

人 に よ く見 られ るため に､は た

"1

'鶏

疇凌

慮
ク

寸
､

羨

響
▽

慢
冤
＼

S

､
㍉

ら くの では い け ませ ん。 わた し

た ち は りん 人 の ため に､そ して

天 の お父 さ まの ため に は た ら く

の です。 よ くは た ら くな らば､

この世 だけ で は な く､天 の お 父

さ まの とこ ろへ 行 って か ら も､

こ うふ くに くらす こ とが で き ま

す 。

天 国 に は､な まけ もの は い ま

せ ん。 天 国 には し ご とが た くさ

ん あ るの で､な まけ もの は､天

国 に行 った と'して も､こ うふ く

に は なれ な いで し ょ う。
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は る に な る と､ト ム の 家 の に わ は 花

で い っ ぱ い に な りま し た。 お 母 さ ん が､

いつ も手 入 れ を して い る の で す 。 き ょ

うは､ト ム も お て つ だ い で す 。｢お ひ

る ご は ん が す ん だ ら､何 を し て あ そ ん

で も い い わ よ｣と お 母 さ ん が い っ た の

で､ト ム は い っ し ょ う け ん め い で し た 。

｢あ れ っ!｣ト ム が 地 め ん を ほ っ て

い る と､シ ャベ ル が か た い ね っ こ に あ

た り ま した 。

｢ア ヤ メの ね っ こが
､こ ん な と こ ろ

まで の び て き て い る よ。｣

｢ア ヤ メ は
､ふ え る の が は や い の よ。｣
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りは す て な くち ゃ。 な ん だ か､か わ い
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､う ら も､も うお 花 で

い っ ぱ い よ。 も う ､う え る と こ ろ が な

い わ 。｣
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に ぐるま しゃ りん
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の か み を な で た 。 ヤ ン は､お もい 牛 に ゅ う

の カ ン だ け を も っ て､家 に か え っ た 。
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1975年10月4日(土)半 期総大会福祉事業集会

教会福祉活動

管理監督

一ビクター ・L・ ブラ ウン

各家族、個人とも、家族の備えを実践

することにより自立するように努める

べさてある。

兄弟姉妹の皆様、きょう私たちは、

福祉活動計画を世界の隅々にまで及ぼ

す責任を持つ、教会の中央組織につい

て全般的な概要を紹介 したいと思う。

御存知の ように、主 はこれまで、い
つの神権時代でも、必ず何らかの福祉

計画を樹立 してこられた。この最後の

神権時代の初期に、聖徒 たちには奉献

の律法の下で生活する機会が与え られ

そして彼 らは、いわゆる協同制度の下

に組織された。だが、彼 らが この高い

律法に従って生活することができなか

ったため、主は、民にその備えができ

るまでその実施を一時延期された。そ

れは撤回されたのではない。きょうの

私たちの話から、奉献の律法と福祉活

動計画の間には密接な関係があること

を理解 していただきたいと願 っている。

1936年10月 の教会の半期総大会の席

上、大管長会は、教会保全計画を発表

した。この名称はその後、教会福祉計

画と変更された。それ以来、教会福祉

部は発展を続け、教会の各ステーキ部

に年間の日用品生産計画案に従 って割

当てを与え、日用品の生産 と配送の監

督をし、各地の生産事業や監督の倉庫

の設立を促 し、教会雇用センターの事

業 を監督 し、デゼ レト産業 を設立 して

きた。また、こうした一連の活動の中

で、教会中央福祉委員会の委員たちは、

各地のステーキ部や地区を訪れ、教会

福祉の基本原則を教えてきた。ロムニ
ー副管長も長年、この仕事に携わって

下 さった。
この期間中、またそれ以前にも、教

会は他の様々な活動面で伸展 を続けて

きた。1919年 には、ジョセブ ・F・ ス

ミス穴 管長の指示の下に、扶助協会 を

通 じて、里親制度 と養子縁組制度が紹

介された。インデ ィアン学生紹介制度

は、デビッド・0・ マ ッケイ大管長 と
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スペ ンサー ・W・ キンボール長老を通

じて紹介 された。 これは1953年 のこと

であった。情緒的精神的に問題がある

人々に対する援助活動は長年にわたっ

て行なわれているが、この活動 も1960

年に正式な組織化を見た。1969年 にな

ると、これ ら様々な事業はマリオン ・

G・ ロムニー、マービン ・J・ アシュ

トン両長老の指示下にひとつにまとめ

られることになった。また、1970年 に

は医療事業法人が設立 され、それまで

教会が長年にわたって育成 してきた病

院制度の監督にあたることになった。

またこの医療事業法人には、全世界の

教会員が必要 としている医療活動を援

助指導する責任も与えられ た。 こうし

て活動の強化にあた った数年間、福祉

部は、基本的には何らの変更 もなく続

いてきたのである。

1973年 には、この3つ の部局、すな

わち、福祉、社会奉仕、保健衛生の3

つが、ひとつの組織に統合 された。そ

の際、大管長会の指名により、管理監

督 会が 中央福 祉活動委員会の委員長

を務めることになった。そ してそれぞ

れの部局に委ねられている機能を一層

明確に表現するために、部局の名称が
一部変更 された。福祉部は、現在、福

祉生産配送部という名称で呼ばれてい

る。その長は、R・ クイン ・ガー ドナ
ー兄弟である。この部局では引き続 き、

福祉活動の中の経済面で数々の責任を

担 う。

社会奉仕は、現在、個人福祉活動部

の一部となっている。この長は、ビク

ター ・ブ ラウン ・ジュニア兄弟である。

この部局は、本質的には、社会 ・情緒

面での福祉 と、雇用センターの維持管

理に責任がある。個人福祉活動に関連

して、里親制度、養子縁組制度等、法

的に認可 されている機関は、依然とし

て、末日聖徒社会奉仕という呼称を持

ち続 ける6

保健衛生は、福祉活動開発部に吸収

されている。この部局はジェームズ ・

0・ メイソン兄弟の監督を受ける。教

会は現在、病院の所有や経営か らは完

全に手を引いており、この部局が全世

界の聖徒の医療援助を見守 っている。

しかしなが ら、その主たる責任ほ、世

界の発展途上地域における神権指導者

や扶助協会指導者が教会の完全な福祉

活動計画を理解 し、それに従 って準備

することができるよう、手助けをする

ことにある。

以上、生産配送、個人福祉、および

福祉活動開発の3部 局で福祉活動が構

成 される。この3部 局を管理指導する

管理監督会は、扶助協会中央管理会会

長会 と共に、教会中央福祉活動委員会

を構成する。なお私 たちは大管長会の

指示の下に働いている。

ここで、扶助協会について一言述べ

ておきたいと思う。扶助協会 は、その

設立当初か ら福祉計画 と深いかかわり

合いを持ち、福祉活動が今お話 した他

の様々な分野 まで及ぶにつれてその都

度極めて重要な役割 を果たしてきた。

私たちは、扶助協会が福祉活動に絶え

ず援助を与えて下 さったことに対 し、
心から感謝申し上げる。私たちは、扶

助協会の援助がなければ、この計画が

極めて限られたものになって しまうこ

とを承知 している。

福祉活動の役割は、次のような言葉

の中に述べられている。 「各会員と家

族に各々が必要とするものを適当な方

法で自給 自足 させるように、神権指導

者と扶助協会指導者に働 きかけさせる

ことである。そうすれば、人々は自立

し、他の人々に分 け与えることができ

るようになり、奉献の律法に完全に従

う備えができるようになる。」

主は言われた。 「およそ日の栄の王

国の律法の諸原則によらずんば、シオ

ンを建つること能わず。これによりて

建てずば、シオンをわれに受け入るる

ことかなわざるなり。」(教 義と聖約

105：5)

私たちは、すでに亡 くなった兄弟た

ちの業績の上に業を進めていることを

認識 している。また、主が この民に聖

典を通 じて与えられた警告についても

よく承知 している。 「見よ、こはわれ

汝 らを備うる準備と、わが与 うる礎と

範例とに してこれによりて汝らに与え

らるる誠命を成就すべ し。

これ、汝 らに如何なる顛難 下るとい



社会的

情緒的

強 さ

家族の備 えの5つ の面

家族の備え

職業訓練

健 康

財政管理

家庭生産

と貯蔵

え ども、わが摂理 に よ りて 日の栄 の世

界の下 に在 る地の一 切の生 くる者 の上

にわが教会 員の 自立 せ んがため に して

・・…」(教 義 と聖約78：13
、14)

教 会 の組織 は、個 人 も家族 も ワー ド

部 もス テーキ部 も地 区 も地域 も、 あ ら

ゆる段 階 で準 備 をす る必 要 があ る。 私

たちは、ひ とつの民 と して一致 して「日

の栄の 世界の 下に・・… 自立せ んが ため」、

人生 の様 々な要 請に応 じられ る よう準

備 しな けれ ばな らな いの で ある。

個人福 祉活 動

ここで、個人福 祉活動 につ いて もう

少 し詳 しくお話 したい と思 う。 まず、

625名 の 会 員 を擁 する標準 的 な ワー ド

部を設定 して、 その個 人福祉 の必要 性

を探 ってみ よう。 これに使用 す る情 報

は、教会 と政 府の信頼 で きるデ ー タに

基 づ いたもので ある。数字 は 、合 衆 国

内の全 ワー ド部 の平均 であ る。 私 たち

は、各 ワー ド部 の構成 が全 く様 々であ

り、また恐 らくこの ワー ド部の平 均像

～

に正確に一致するワー ド部はひとつも

ないことをよく知 っている。 しかし、

この統計資料は、全世界に共通する様

々な問題を反映 している。

この標準的ワー ド部には、今年教会

から援助を受けると思われる人が21名

いる。その援助の内訳は、食料、衣服、

燃料、実用品、家賃などである。 しか

しながら、他にも実際に助けを必要と

している人々はいる。

例えば、15名 の家長が失業中であり、
その他にも、自分の家族 を扶養するに

要する技術をみがいたりする必要のあ

る人々が大勢いる。

さらに、この ワー ド部内で少なくと

も50名 の家長が大 きな借金 をしており、

そのため、毎月の収入が支出を下回る

こともしば しばである。多くの場合、

そのような人々は、財政管理の基本 を

理解 していない。例えば、最近のある

報告によれば、数多くの大人が正 しい

予 算の組み方 を知らないということで

一
ある。

家庭生産 と貯蔵に目を向けてみると、

この ワー ド部で1年 分以上の食糧を貯

えている人が23名 、242名 が2カ 月分

以下、そ して62名 は全 く保存食糧を持

っていない。

健康の面を見てみると、この ワー ド

部には、盲児がひとりいる勘定になる。

また他に重度の聴覚障害者が4名 おり、

9名 の子供に言語障害がある・知恵遅

れが4名 、肢体不自由が2名 、学習能

力のない子供が2名 いる。同様な問題

を抱 えた大人もいることを考えると、

その数はもっと増える。

今日、神権指導者が直面 している最

大のチ ヤレンジのひとつは、社会的情

緒的分野における問題である。625名
の会員 をi擁するこの ワー ド部でも、毎

年162名 の会員が、引越 しやワー ド部

の境界変更で友人 と別れ、慣れ親 しん

だ生活との断絶 を余儀なくされている

状態である。またこの ワー ド部には、

肉体的には障害はないものの、重度の

情緒的あるいは精神的な問題に悩む子

供が4名 いる。また、それぞれ子供を

3名 ずつ持つ夫婦が2組 、今年中に離

婚する予定である。また、この離婚に

伴い、それに付随 して起 こるあらゆる

問題にも対処 しなければならない。

今年中に2名 が死亡 し、1名 が破門

される。青少年が4名 、家庭裁判所の

世話になる。多くの家族が親子の断絶

を経験する。また69名 の女性が家族を

扶養する義務を負 っていないにもかか

わらず、大部分は子供を家に残 したま

ま、家庭外で職業に就く。

アルコールと麻薬に関する問題 も若

干あるはずである。

さらにまた、性倒錯を含む様々な道

徳的背罪に巻き込 まれる人々もいる。

これまで申し上 げた統計は幾分極端

なように聞こえることも承知 している。

しか しながら、これは事実 をそのまま

反映 したものである。私たちの中で、

生涯個人福祉の恩恵にあずかる必要が

ないと言い切れる人が、ひと りでもい

るだろうか。

確かに、この標準的ワー ド部の個人

福祉を考えた場合、神権指導者 と扶助

協会指導者だけでその重荷 を背負わな

ければならないとすれば、指導者たち

にとってこれは全くもって耐えられな

い程の重荷となることであろう。 しか

しながら、これは正 しい方法 ではない。

まずこの難局に対処する責任は、個人

と家族にあるのである。その後、必要

に応 じて、 ワー ド部福祉活動委員会が
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その家族の働きに援助を与える。

この理由から、私たちは絶えず家族

の備えとワー ド部の備えについて話を

しているのである。家族の備えは、個

人福祉の問題では、自尊と自立の鍵で

ある。

今年4月 に開かれた総大会の福祉事

業集会の席上、H・ バーク ・ピーター

ソン副監督が、家族の備えについて次

のように説明 した。 「私がこれから申・

し上 げる家族の備えとは、賢明に備え

をなすことにより、予知や予測のでき

る事故 を未然に防ぐという意味での備

えである。いかに深刻な事態でも、対

処の仕方いかんで、問題は軽減される

ものである。」(「 福祉事業集会」

1975年4月5日.P.5)

家族の備えは、家族が個人の福祉に

かかわる必要を満たすための鍵である。

ワー ド部の備えといった、福祉活動の

他の面は皆、家族の備えを支援するた

めに企図'されているのである。

家族の備えの一環として、個々の教

会員と家族が、次の5つ の分野におい

て可能な限 り自立するように願ってい

る。その5つ の分野とは、職業訓練、

財政管理 ・家庭生産と貯蔵、健康、そ

して社会的 ・情緒的強さである。私た

ちの目標は、全家族を次に述べる程度

にまで備えさせることである。

職業訓練。備えのできた家族では、
一家の稼 ぎ手は、よく準備をして自分
の好みの職についている。その子供た

ちも、満足のいく、 しかも適性に合っ

た職業に就 くために準備を進めている。

財政管理。備えのできた家族では、

両親が共に予算の組み方や財政管理の

基本についてよく知っており、またそ

れをよく活用 している。子供たちも実

践的な経験を通 じて、その ような基本

的技能を教えられている。マービン ・

J・ アシュ トン長老が、この4月 の福

祉事業集会でこのテーマについて説教

されたが、是非一読をお勧めしたい。

(「聖徒の道」来月号掲載予定)

家庭生産と貯蔵。備えのできた家族

には、最低1年 間基礎的な必要を満た

せるだけの充分な保存品がある。さら

に可能な場合には、栽培 、かん詰め作

り、1裁縫などに積極的に携わって、1

年分の必需品の生産を進めている。

健康。備えのできた家族は、栄養、

衛生、事故防止、医療、応急手当など、

適当な予防の原則を実行 している。ま

た、医療機関の適切 な利用法もよく心

得ている。また、聖徒の健康について

書かれた教義と聖約第89章 の主の約束
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にも、特に注意を払うべきである。

社会的 ・情緒的強 さ。備えのできた'

家族な、義 しい生活を送 り、福音の研

究をし、家族が愛 し合うことによって、

社会的 ・情緒的な強 さを養っている。

また主イエス ・キ リス トを信 じる信仰

を持ち、永遠の生命を固く信 じること

によって、悲 しみや喜び、貧困や富裕

失敗や成功といった人生の避けがたい

局面にも対処することができるのであ

る。

教会員の家族が皆、家族の備えに関

して以上のことを行なうよう努力する

な らば、人生の問題の多 くは解決する

ことであろう。この種の家族の備えを

進めている末日聖徒の家族は、激変の

中にあって平穏 を、不確実の中にあっ

て安全を、そ して欠乏の中にあって耐

久を経験するのである。

次に政府の認可を必要 とする活動や

専任の奉仕 を必要 とする活動で、家族

の備えに関係のあるものについてお話

しよう。第1に 社会福祉。 これは、個

人福祉の問題 に関係 した部門であって、

認可を必要 とする。その責任の及ぶ対

象は、未婚の母親の救済活動、養子縁

組、インデ ィアン学生紹介制度、そし

て里親制度である。重度の情緒的、か

つ精神的問題を持つ会員に対 しては、

医療援助 も与えられる。また神権者に

対するコンサル タン ト活動も行なわれ

る。

第2に 雇用活動。世界中で雇用問題

は、いまだかつてない程深刻化 してい

る。 ワー ド部福祉活動委員会は、雇用

問題に援助を与える責任がある。この

委員会 は、家族のために、しかも一家

の稼 ぎ手のためだけでな く、青少年の

ためにも活動する。 この働きは、教会

内の各福祉活動委員会の基本的な責任

である。雇用計画と職業計画は、いく

ら強調 しても足りない程重要なもので

ある。

家族の備えということでこれまで述
べてきた目標は、決 して目新 しいもの

ではない。長年にわたって幹部の兄弟

たちか ら教えられてきたことである。

しか しながら、時の しる しを見ると、

教会 員は、急いでその家を整えなけれ

ばならないようである。だが、これが

現代に与えられた警告であるとする解

釈はあたらない。救い主は、この地上

でみ業を進めておられた昔、思慮深い

おとめと思慮の浅いおとめのたとえ話

を通 じて、備えの必要なことを教えら

れた。

「そこで天国は、十人のおとめがそ

れ それ あか りを手に して 、花婿 を迎 え

に出 て行 くの に似て いる。

その 中の五人 は思慮 が浅 く、五 人 は

思 慮深 い者 で あった。

思慮の 浅い者 た ちは、あか りを持っ

そい たが 、油 を用 意 していな か った。

しか し、思慮 深 い者 たちは、 自分 た

ちのあか りと一 緒 に、入れ ものの 中に
'油 を 用意 してい た

。(こ こで興味深 い

ことは、十人共 、皆 あか りを持 ってい

た とい う点 である。思慮 の浅 い おとめ

が持 って.いなか っだの は、予備 の油 で

あ った。)

花 婿の 来 るの が お くれたので 、彼 ら

はみ な居 眠 りを して、寝 て しま った。

夜 中 に、 『さあ、花婿 だ、『迎 えに出

な さい』 と呼ぶ声 が した。

その とき、 おとめた ちはみ な起 きて、

それ ぞれ あか りを整 え た。

と ころが、思慮の 浅 い女 た ちが、，思

慮深 い女 たちに言 った、 『あな たが た

の油 をわ た した ちに分 けて くだ さい。

わ た したちの あか りが 消 えかか ってい

ます か ら』。

す ると、思慮 深い女 た ちは答え て言

つた 、 『わ た した ちとあな たがた とに・

足 りるだけは 、多分 ないで しょう。店

に行 って、あ なたがたの 分 をお買 いに

な る方が よいで しょう』。

彼 らが買 いに 出てい る うちに、花婿

が着 い た。 そ こで、用意の で きていた

女 た ちは、花婿 と一緒 に婚宴 のへ やに

は い り、 そ して戸が しめ られた。

そのあ とで、 ほかの お とめ た ちも き

て 、 『ご主人様 、 ご主 人様 、ど うぞ、

あけて下 さい』 と言 った。

しか し彼 は答 えて 、 『は っき り言 う

が、 わた しは あなたが たを知 らない』

と言 った。

だ か ら目 をざま して いな さい。 その

日その時 があな たがた にはわか らない

か らで ある。 」(マ タイ25：1-13)

兄 弟 姉妹 、思慮深 い おとめた ちが 持

ってい た油 は奉 献の 油で あった と申 し

上 げてお こう。唯一の完 全 な福 祉活動

計画 は、末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 に存 在す る無 私の奉 献 とい う永遠の

律法 を基 礎に して行 なわれ るもの で あ

る。

証 申 し上 げる。 これは イエ ス ・キ リ

ス トと福 音で ある。私 たちに はなすべ

き業 が ある。主 は、私 たちが その 業 を

尊 び、 また主 の計画 に従 い、主の 方法

にの っとって この地 の民 に祝 福 を もた

らす よう望 んで お られ る。主 イエ ス ・

キ リス トの み名に よ り、 これ を証 申 し

上 げる。 アー メン。



福祉生産配送部

管理監督 会第一 副監督

H・ バ ー ク ・ビ ータ ー ソ ン

最近の調査によれば、1年 分の必需品

を保存 し、家族の備えをしている聖徒

の数は、ほんの一握 りで しかない。

従来の福祉部は、福祉活動の生産配

送部の言わば先駆的役割を果たしてき

た。そ してこれまでと同様、今日も福

祉生産配送部は、神権役員と扶助協会

指導者、ならびに全世界の教会員を援

助するよう努めている。私たちは、そ

のような人々が神聖な義務を遂行でき

るように、助けを与えている。貧乏な

人、困っている人、悩んでいる人、そ

して教会員の中で障害やその他、例 え

ば老齢で自活できない人などの世話を

しなければならないのである。

☆ ☆

ここで、細部にまでわたって理解で

きるよう、まず福祉生産配送部の使命

について、そしてそれが福祉活動全体

とどう結 び付いているかということに

ついて説明することか ら始めたいと思

う。まずその使命は、聖徒たちを外部

からいかなる援助も受けずに経済的に

自立させ ることである。それによって

末 日聖徒の家 族の 問か ら貧 困 をな くす

よ う助 ける ことで ある。 この活 動 は、

エ ノ クの市 、 シオ ンの市の よ うな社会

を育成 す る上 で多大の 貢献 をす る。モ

ーセの 書の中 か ら読 んでみ よ う。 「主 、

その民 をシオ ンと呼 びたま え り。彼 ら

心 を一 に し、精 神 を一 に し、義 に住 み

たれ ばな り。 されば彼 らの中 に貧 しき

者一 人 もなか りき。」(モ ーセ7：18)

末 日聖徒 の家族 が経済 的に 自立 でき

る ようにするた めに、私 た ちは、父親 、

母親 、神権指 導者 な らびに扶 助協会指

導者 に、 まず第一 に家族の備 えに焦点

を合 わせ るよ う勧 めて いる。家族の備

えの 中で重要 な もの は、家庭 生産で あ

る。 かん詰 め作 り、園芸、裁縫 、家庭

用品 作 りなどが それ で ある。 また、聖

徒 た ちの必要 を満 たすた めに、1年 分

の食糧 や衣服 、可能 な所 では燃料 を も

各家庭 で貯蔵 す るよ うに勧 めてい る。

これ は皆、 父親 、母親 そ して子 供た ち

一一「

が神権指導者の指示 を受け入れ、将来

の不測の事態に備えることによっては

じめて可能 となるのである。父親は所

属する神権定員会を通 じて指導 を受け、

母親はその夫から、また扶助協会の倹

約生活のプログラムを通 じて指導を受

ける。

次の第2の 焦点は、これもブラウン管

理監督が話をされた教会の備えという

ことである。 この中には、 ワー ド部の

神権指導者や扶助協会指導者が、適当

な生活手段を持たないワー ド部会員の

面倒 を見るということも含まれる。福

祉生産配送部の主要な義務は、次のよ

うなものである。(1)ワ ー ド部の備え

を促 し、食料やその他の物資の生産事

業の育成に援助を与える。(2)監 督が

物資を必要とする家族にそれを提供で

きるよう、監督の倉庫の制度を管理す

る。(3)デ ゼ レ ト産業の運営方針に指

示 を与え、それによって、ワー ド部、

ひいてはステーキ部と地区を可能な限

り自立 させ、実際にそこに所属する会

員の世話ができるように指導する。

☆ ☆

この分野についてもう少 し強調する

ために、最近ユタ州立大学がユタ州の

末 日聖徒の間で行なったある調査の結

果について考えてみよう。調査は4つ

の基本食品のグループについて行なわ

れた。肉類、青果類、穀類および乳製

品がそれである。

その調査研究か ら、肉製品を1年 分

貯蔵 している教会員は約5パ ーセン ト
モ

しかないことがわかった。乾燥品、か

ん詰を問わず1年 分の果物か野菜を貯

蔵 している家庭 はわずか3パ ーセン ト。

1年 分の穀類を貯蔵 している家庭は約

18パ ーセ ント。乳製品の調査では、練

乳でも粉乳でも1年 分保存 しているの

は、100家 族の うち3家 族しかなかっ

た。平均すると、約30パ ーセ ントの教

会員が2カ 月分の食糧は貯蔵 していた

が、残りの70パ ーセ ントは、それ以下

かあるいは全然貯蔵 していなかった。

この調査統計から、大部分の教会員

は月々の問題に対処する準備ができて

おらず、また将来の経済危機に対する

備えもないことがわかる。まことに、

この家庭生産と貯蔵の分野では、神権
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指導者や扶助協会指導者、またすべて

の末日聖徒が、この家庭貯蔵に一層 の

重きをおき、1年 分の食糧、衣服、そ

して可能な地域では燃料 をも手に入れ

て保存することが、極めて大切なこと

である。家庭生産の分野では、私たち

は、教会員が皆、予言者たちの警告に

耳を傾け、可能な地域では家庭菜園を

作り、自分の衣服を縫い、家庭用品を

作るように、また全般的には、来たる

べき日に備えてできるだけ自給自足す

るよう希望 している。キンボール大管

長はこう言われた。 「現在多くの人々

が庭に菜園を作 り、果樹を植え、食糧

保存用の容器を購入 しているという報

告を受け、私たちは喜んでいる。勧告

に耳を傾け、それを実行 しているこれ

らの家族に、賛辞を呈 したい。

私たちは今真剣に、教会員に目を向

け、倹約を実行して、基本的な日用品

を1年 分 貯蔵す る よう教 えてい る。 」

(「聖徒 の道」1975年8月 号P.376)

家 族 の備 えか ら、次 に ワー ド部 の備

えに焦点 を移 して み よう。 この 中に は、

生産事 業 も含 まれ る。

生 産事業 は、 ワー ド部、 ステーキ部

および地区 によ って運営 され る非営利

活動 であ って、その 目的 は、教会 にい

る貧 困者の世話 をす るために、.食 品と

日用品 を供給 する ことであ る。 食品事

業 と して は、農場 、果樹 園、酪 農場 、

放牧場 、飼 料生産 、か ん詰工場 、製 パ

ン所 などが あ り、非食品事業 と しては、

敷物製作 、手芸品 、家具製造 、裁縫業

などが あ り、共 に教会か ら援助 を受 け

てい る人 々に、自分の能 カー杯 に働 く

なにが しかの機会 を提供 してい る。 そ

れに よって、い わゆ る政府 の 「無償」

援助に頼 りが ちである この時 代に 、体

面や尊厳 を保 つ働 きも して いる。 さ ら

にまた、この事業は、家族が共に働き、

犠牲を払い、不幸な人々を助けるため

に 自分の労働力を捧げる機会 をも提供

している。

教会の福祉生産事業の大多数は1940

年代に設立された。その後の50年 代、

60年代は、言わば地盤強化の時代であ

った。そしてここ数年、神権指導者は

各ワー ド部が福祉生産事業に参加する

ことの必要性に一段と目覚め始めてい

る。そのため、教会の事業は増加の一

途をたどり、現在その数は671に 及ん

でいる。

恐 らく、事業数と並んで重要なのは、，

耕作面積であろう。現在、生産に使用

されている耕地 は ・58，000ヘクタール

である。私たちは、貧 しい兄弟姉妹に

食物を与えなさいという、救い主の勧

告に従っている。 しか しこの耕作面積

では、現在、生産必需品の倉庫 を利用で

1975年10月4日(土)、半期総大会福祉事業集会における説教

なすべさことは多い
大管 長

ス ヘ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

大管長からの感謝と賞賛の言葉

2、3の ことにつ いての みお話 した

い と思 う。 まず 、福 祉 プログ ラムの運

営 と監督 に携 わ って お られる方 々に心

か らの 謝意 を表 したい。次に、 なすべ
h
き ことは まだまだ多 い、と申 し述 べた

い。私 たちの プ ログラムは、 さ らに能

率 を高 め、基 本的 な問題 に対 して より

広 範囲 に適応 で きる可 能性 を持 ってい

る。第3に 、私 たちの敵視 してい る人

々が、私 た ちが この世の人 々に提 供 し

得 る これ らの多種 多様 かつ広範 囲 にわ

たる援助 手段 を目のあた りにす る こと

を望 む もので ある。

私 た ちは大 いなる業 を行 な っている。

も しも人々が私 た ちの 努力 を批判せ ず

私 た ちと同様の ことを行 な おうとする

な らば、 それは喜 ば しい ことである。

この プログ ラム に熱心 に従事 す るあ

なた方すべ てに神の祝福 が あ らん こと

を。すべ ての ワー ド部 、支部 、ステ ー

キ部 、伝道 部に おいて、 まだ水 準に達

して いない ところがあ るな らば、水準

に まで引き上 げよ うで はないか。 そ し

て、主 が望ん でお られ ると ころまで近

づ こうでは ないか。

それぞれの地 に帰 り、 この大 いな る

業 を遂行す るに あた り、主の祝福 が あ

なた方の上 に あらんことを。 イエス ・

キ リス トの み名に よ り、 アーメ ン。
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きる地 域に住 む貧困者 に必要 な量 の確

保 しかで きない。現在以 上 に困難な事

態 になれ ば、現 在の消 費量か ら推 定 し

て、教会の食糧 生産事業 で はとて も必

要 な援 助 をすべ て まか な うことはで き

な いはずで ある。 それ ゆえ、家庭 生産

と貯蔵 を行な い、家族の 備え を進 め る

ことによ って、家族 の大 多数が 自活で

きるように しなけれ ばな らな いの で あ

る。 ワー ド部の備 え 、す なわ ち、この

中に は、 ワー ド部 、ス テーキ部 、ステ

ーキ部 合同の生産事 業 も含 まれ ている

が、 この ワー ド部 の備 えは、 自活 で き

ない人 々を援助す るための 支援制度 で

しか ないので ある。

ワー ド部 の備 えを完 全 な もの とする

ため に、私 た ちには、 まだまだ重要 な

仕事が ある。'現在 、全世 界に は ワー ド

部が約5，000あ る 。 しか しなが ら、 こ

の5，000の ワー ド部の う ち、 ワー ド部 、

ス テーキ部 、地 区を問 わず、生産 事業

に参加 して いるの は 、54パ ー セ ン トに

す ぎない。監督 と神権指 導者 には、す

べ ての ワー ド部 が生産事 業に参加 で き

る態勢 を整 える よう、大 きな チ ヤkン

ジが与 え られ てい る。

生産事業 につい てま とめ てみ よう。

(1)1教 会 は 、現 在の消 費量程 度な らば、

貧 困者 を援助 するの に充分 な生産能 力

を維 持 している。(2ノ 教会 は、全 ワー

ド部 が事業 に関心 を持 ち、そ れに参加

できる よう、生産事業 の拡 大 に努めて

いる。(3)教 会 は、家族 や各教会 ユ ニ

ッ トに、可能 な限 り自立 す るよ うに勧

めている。

☆ ☆

ここ数年 間、断 食献金の額 は、それ

ぞれ前年 より15パ ーセ ン トずつ増加 し

て きた。 神権 指導者 の呼 びか けに応 え

て、1975年 の 断食 献金 の額 は、前年 の

8カ 月間 と比較 して、47パ ーセ ン トの

増 加 を示 してい る。指 導者の皆 さんは、

自分の担当 するユ ニ ッ トの進歩状 況 を

調 べてみ ていた 牟きたい。私 た，ちは、

この傾 向が これ か らも続 き、世界 各地

の会員 た ちが これ までの何倍 もの断食

献金 を納 め るよ う励 ま してい きたい と

願 っている。断 食献金 について、 キ ン

ボ ール大 管長 は次の ように言われ た。

「裕福 なと きには
、物惜 しみ しない よ

うに心がける必要がある。そ して、断

食献金 も2食 分 と言わず、その7倍 で

も納めるという、心の広 さが必要であ

る。」(フ ィルムス トリップ 「福祉活

動の原則」)

生活必需品と燃料とは、現在、断食

献金 と必需品生産予算から、貧困者の

必要 を満たすだけの量が貯蔵 されてい

る。私たちは、すでに生活必需品を1

年分保有 しており、貧困者に配送する

態勢がとってある。 しか しながら、こ

の物資も、需要が著 しく増加すれば瞬

く間に底をついて しまうことであろう。

こうした事情から、家族の備えに一層

の拍車をかけているのである。

他に も警告 しなければならないこと

がある。貧困者の世話をすることは正

しいことである。だが、 自分の能力の

限度まで働かない人に、何かを与える

ことは間違 っている。ある家族に援助

を与えなが ら、それを得るために能力

の限度一杯まで働 くことを求めないの

は、主の方法ではない。無償で何かを

得るような人々は、自己の尊厳と自尊

心とを失う。というの も、その ような

人々は言わば寄食者であ り、他人の労

働と努力に寄生 しているか らである。

主はこの点に関して、極めて厳 しい指

示を出 された。援助を受 ける人々は、

老いも若 きも皆、その能力の限度一杯

まで働 くべきである。

だが統計によれば、教会の援助を受

けている家族の うち、それに見合 う働

きをしているのは、約25パ ーセ ントに

しか過ぎない。私 たちは、援助を受け

ている家族のうち、少なくとも75パ ー

セン トは、多少なりとも自分が受けて

いるものに見合 うだけの働きをすべき

であると感 じている。そうすれば、霊

的な強 さを維持することができるし、

自分たちの受けた福祉援助の埋め合わ

せもできる。援助 を受けている人々の

約25パ ーセン トは、仕事に就いていな

い。 しかし、神権指導者が、懸命な努

力を払 い さえ す れ ば、そのような人

々も何か しらできるのではないだろう

か。主が指定された方法に従っていな

いときには、私たちは神の子供たちの

霊的な強 さを破壊 しているのである。
『当教会の会員 は皆

、自分が受けるもの

のために働く必要がある。

配送制度に関 して要約 しておこう。

教会は、今申 し上 げた貯蔵量を保つよ

う努めている。また、監督の倉庫の数

と供給力とを増やすように努めている。

さらにまた、監督や神権指導者に、援

助 を受けている人々が能力の限度一杯

まで働いているかどうかよく見守るよ

う勧めている。

デゼ レト産業について申し上げてお

こう。現在、13の 部門が操業中である。

デゼ レト産業の主要な目的は、教会員

の心身障害者や高齢の兄弟姉妹たちに

名誉ある雇用の機会を与えることであ

る。デゼ レト産業では、各人の労働能

力に見合 った仕事が与えられている。

ここには、地上で最 も幸福で、最 も

親切で、最 も平和な人々がいる。デゼ

レト産業のおかげで、ここで働く兄弟

姉妹たちは、労働と生産に従事 してい

るのである。無償で何かをもらってい

るのではない。

デゼ レト産業は現在、もっと多くの

部門を設立 し、その中で技術や技能を

教える計画を推 し進め、ここで働く人

々が外部の生産的な職に就けるように

することをも予定 している。デゼ レド

産業は 「人々を自立 させる」。できる

ことならすべての会員がここで買い物

をし、献金 して、デゼ レト産業の事業

がその極めて重大な使命を全 うできる

よう助 けていただきたいと願 っている。

これまで、家族の備えとワー ド部の

備えという分野の中で、福祉生産配送

部の使命に関係する活動について概略

を述べてきた。 この部局では、教会員

が老若男女を問わず、助けを必要 とし

ている、貧困な天父の子供たちに、食

料やその他の生活必需品を供給できる

よう援助することにその全精力が注が

れているのである。

☆ ☆

兄弟姉妹の皆様、証申 し上げる。も

し私たちが他の ことをすべて しながら、

教会の困っている人々の世話をしない

としたら、「なんの役に立つか。」(ヤ

コブ2：14)こ の仕事は、その核心で

あるごすなわちイエス ・キ リス トの福

音の中枢である6イ エス ・キリス トの

み名により、 アーメン。(抜 粋)
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福祉活動開発部

管理監督会第二副監督

ボ ー ン ・J・ フ エザ ー ス トー ン

福祉活動の中で、最近組織 された部

局である福祉活動開発部は、次のよう

な活動を行なって、福祉活動の働 きを

支援する責任が与えられている。

(1)教会の発展途上地域における福祉

活動の教育と実施を援助する。それ

によって、その地域に住む教会員た

ちが、家族の備えとワー ド部の備え

の祝福にあずかることができるよう

にする。

(2)発展途上地域のステーキ部長や伝

道部長のもとに、医療、農業、その

他の福祉活動宣教師を派遣する。

管理監督会には、 「地の果て」まで

福祉活動 を広める責任が与えられてい

る。ハ ロル ド・B・ リー大管長は、19

72年4月9日 に、ビクター ・L・ ブラ

ウン管理監督とふたりの副監督 を任命

するにあたって、次のようなチヤレン

ジを与えた。
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「福祉組織の各過程が拡大されてい

くようにすることが、あなた方の責任

です……。あなた方に与 える大きなチ

ヤレンジのひとつは、どのようにすれ

ば福祉計画が地の果ての新 しいステー

キ部にまで導入されるかを知ることで

す。 これは、主のすべての計画を完全

に実行するためです。」

私たちはこのチャレンジを受け入れ

た。現在、私たちは努力に努力を重ね

て、教会の発展途上地域の神権指導者

や会員たちに必要な訓練 を施 し、事例

を紹介 している。できるだけ早 く、ま

た秩序正 しい方法で、家族とワー ド部

の備えを進めるためである。私たちは、

1970年 代に世界各地に住む神権指導者

には、入念かつ広範な訓練が必要であ

ることを認識 している。この訓練は、

1930年 代と1940年 代に、リー大管長 と

ロムニー副管長が合衆国とカナダに住

むステーキ部長や監督に対 して行なっ

た訓練と同 じものである。

献身的な神権指導者を入念に訓練す

れば、教会は、啓示 された原則に従っ

て発展途上地域でも福祉活動計画を押

し進めることができるのである。地方

の指導者たちも、施 しという悪を避 け

ることについて、また断食献金の乱用

を避けることについて、さらにまた、

人々の現世的な要求を満たすためだけ

のバプテスマを避 けることについて徐

々に学びつつある。

現在まで、世界各地の神権指導者に

数多 くの必要な福祉活動の指導書類が

配布されている。
「福祉活動の手引き」は、16力 国語

騨圏■一 一一一一 一一 一 一一 一一

で翻訳済みない しは翻訳中である。

福祉活動に関する監督会訓練用の資

料 も準備 され、翻訳され、配布されて

いる。

教会幹部や福祉活動のスタッフは、

各地を訪問 して、福祉活動の原則を教

える助けをしている。

福祉活動の原則は、扶助協会でも、

その他の教会の教科過程の教材の中で

も教えられている。

医療奉仕宣教師と農業宣教師はその

数を増 して、世界中に派遣されている。

1971年 には2名 の医療奉仕宣教師が働

いているだけであったが、現在では、

272名 の医療奉仕宣教師と農業宣教師

が、34の 伝道部で働いている。

これ らの宣教師たちは、自己を犠牲

にすることの中から、大きな霊的成長

を経験 している。最初の医療奉仕宣教

師のひとりであったブ レアー ・バ イビ
ー博土の証はその良い例である。彼は

サモア ・アピア伝道部での任務を終 わ

るにあたり、次のように述べ た。
「神はこれまでにも増 して私を助け、

祝福 し、疑問に答え、重要なチヤレン

ジを与えて下さいま した。そ して最後

には、何か良いことをしたという達成

感を与えて下さいました。私は自分の

生涯でそれまでそのような気持を味わ

ったことがありません。たとえ今後 医

師と して働 く機会がなくても、大学で

過 ごした年月や、医学校やインターン

で過ごした年月は、私の医療伝道の準

備期間として有意義であったと言える

で しょう。知的た も、霊的にも、情緒

的にも同じことが言えます。神が私に

宣教師となる機会 を与えて下さったこ

とは、私にとって驚異です。私はこの

ことを終生忘れません。そしていつま

でも神に感謝を捧げるつ もりです。」

バ イビー博士の証は、福祉活動宣教

師として働いている人々の情熱と霊性

の良い例である。

家族とワー ド部の備えについて教え、

実際に応用するとき、教会ではどのよ

うなことが起 こるか、お話 しよう。

バプテスマを受けたばか りのある母

親がいた。彼女は、栄養失調 と看護不

良から最初の赤ん坊を失ったときの悲

しみについて話 して くれた。ところが、



彼女の改宗に伴い、大きな変化が起き

たのである。彼女はどのようにすれば

家族を正 しく世話することができるか

知った。次の子供を身ごもった彼女は

こう尋ねた。 「『健康なモンモルの赤

ちゃん』を産むには、何をしなければ

ならないで しょうか。」彼女は、扶助

協会が用意 した育児についての特別講

座 を受講 した。そして レッスンに熱心

に聞き入 り、そこで学んだ原則をでき

る限り実地に応用 した。やがて子供が

生まれた。強 くたくましく、今もって

健康である。扶助'協会で教えた姉妹た

ちを助けた医療奉仕宣教師は、地 元か

ら専任の医療伝道に召 された姉妹であ

る。 この姉妹はその伝道から解任 され

た後 も、医療援助提供者として、支部

福祉活動委員会を通 じて地域の会員に

奉仕 し続 けている。

医療奉仕宣教師からの手紙 を読んで

みよう。 「私たちは、生後3カ 月の赤
'ん坊が消化不良のため死の一歩手前ま

で行 きながら、その後回復 して元気に

なり、丸々と太った例を目撃 しました。

これは、その家族が栄養の改善の重要

性について学び、器具 やびんの煮沸の

方法 を知ったからです。

また父親が指揮をとって、家族全員

で働 きました。井戸を掘 り、沼地 に排

水設備 を施 し、野菜畑を作り、家屋を

修理 しました。.こうして生活環境 をも

っと健康的なものに したのです。」

ある立派な父親は、家族が廃物処理

を安全かつ衛生的な方法で行 なえるよ

うに した。処理施設が、神権福祉活動

事業の一環と して建設された。その施

設が完成するまで、その支部のほぼ全

部の末日聖徒の家族には、衛生施設が

なかったのである。

会員たちは、神権者たちから、病院

など地元の適当な医療機関を利用する

よう言われている。医療奉仕宣教師た

ちは、会員にこれらの機関の利用方法

をよく理解させるよう、神権組織 と扶

助協会に助言を与える。重病にかかっ

たときだけ医師に診てもらうのではな .

くご会員たちは、日頃から病気を予防

し、子供たちの健康状態を保つ よう努

めるのである。

☆ ☆

ある支部の農業事業で、礼拝堂に隣

接 した教会敷地の一部を耕作 して、新

鮮な野菜を生産 しているところがある。

その敷地にはそれまでずっと雑草が生 『

い茂 っていた。 しかし、支部の神権指

導者が、農業宣教師の技術指導を得て

この事業を始め、支部の会員の深刻な

栄養問題の解決の一助としたのである。

子供たちも、植え付 けの準備に一緒

に参加 し、学ぶ機会 を得た。また会員

たちは、土：壌の水分や必要な栄養素に

ついての基本的な農業技術を学び、そ

れを実習した。その結果現在では、そ

の農場で得 られるとうもろこしの産出

量は、以前の各会員の農場 や畑での産

出量に比べて何倍 も多い。

他のある地域では、たん白質の不足

から、子供 たちに精神的、肉体的な発

育障害が起 こり、また死ぬことさえあ

ったが、聖徒 たちが、大豆や豚や家禽

やうさぎやその他たん白質の豊かなも

のを育て、飼育することにより、これ

を克服 した。農業宣教師と彼の妻が解

任されて帰国した後 も、この事業はな

お続けられている。

これまであげた例は、教会の発展途

上地域において、福祉活動の原則がい

かに見事に実を結んでいるかを示す、

ほんの一例に しか過ぎない。

教会はこれまで、医療伝道活動の面

でかなりの経験を積んできた。また農

業の面でも、これにも増 して、毎 日健

全な農業が実践 されている。職業訓練

と家計改善の分野でも、私たちの仕事

は、良いスター トを切ったようである。

教会での奉仕のために何時間も費やし

ているのは、福祉活動宣教師だけでは

ない。任地で召された同僚や援助提供

者も、伝道部長や地元の神権指導者の

召 しに答えて、地元に住む会員たちの

ために働いているのである。

福祉活動宣教師も、伝道の助けを し

ている。医師や看護婦や栄養士や実業

家や農業専門家やその他の人々を伝道

宣教師に紹介 して、 レッスンを受けさ

せているのである。

☆ ☆

私たちは良いスター トを切 った。だ
㌔が、しなければならないことはまだた

くさんある。悲 しんでいる人、悩んで

いる人の負担を軽 くし、また聖徒たち

を自立 させなければならない。また完

全 な奉献の律法に従って生活する準備
レ

として、他人に分かち合えるようにな

らなければな らない。

兄弟姉妹たち、あなた方の助けが必

要である。経験の深い、また農業や職

業指導、財政管理、医療、その他の関

連職業に熟練 した技能を持つ夫婦を今

す ぐに必要と している。神権指導者の

皆 さん、あなた方のステーキ部やワー

ド部に、すでに子供が成人 していて、

世界の どこえでも医療奉仕宣教師と し

て、あるいは農業宣教師として赴任で

きる夫婦はいないだろうか。私たちは、

健康で、精力的で、熱意のある人々、

しかも全世界で教会が歩みを早めるた

めの助けができる人を必要 としている。

私たちは、充分な生活必需品を持た.

ずにいる何億 という夫父の子供たちに

対 し、心か らの同情を寄せると共に、

是非援助の手 を差 し伸べたいと願って

いる。この教会の会員 を一日も早く、

家族とワー ド部の備えの祝福にあずか

れるように高めることは、私たちの願

いであ り、私たちの目標である。

話の終 りにあたって、マ リオン ・G
・ロムニー副管長の言葉を読んでみた

いと思 う。これは、1973年4月7日 の

福祉事業集会でロムニー副管長が述べ

たものである。

「大管長会は、ビクター ・L・ ブラ

ゥン管理監督を、福祉事業 を指揮する

中央委員会の委員に指名した。この新

しい機構により、途方もない責任と多

種多様にわたる活動分野をかかえた教

会福祉事業 も相互調整されることにな

るのである。兄弟姉妹、私たちがこの

すべての働きを、指示 される通 りに行

なうならば与える人々は祝福を受け、

受ける人々は高め られるであろう。そ

して私たちに救い主の再降臨の備えが

できるのである。

私たちがその ような備えをすること

ができるように、イエス ・キリス トの

み名により祈るものである。アーメン。

(抜粋)

277



一
8二Z

。
.鼻峯募3ρ∫G2.吾～～導割i象;醒⑦ざ⑦雅'⊥「灯

。・(ズー∠。」巨峯∩〕獲擢9て4つ'多=～2留～㌍

ユ号聯⑦蝿睾留孝壷孝つf⑦Y'σ禦立等聯>9葺⊃1畢盟4

鍵ミ1動回⑦話章埠琴堆→×6ギ・YT疹翫董日辛'判獲
。享…負り

ユΩ呈1：?曾辞〉立!y票孝黛Ω回=?膨・4日(o(試り'(李魯ユ∩

身。享準Q量=～Q4∩[r短9ア留寒立吾箪ユ∩=?i貿邊Q召

oア9・¢η2'⊃1¥¥=?智q�ﾍ�ｧ�]���ﾚ皐(�ｫ�苣g�ﾊ籔=�̀�

ﾀ'アli�f���`享4�z�B�摯�ｿ�l�E�N�ｭ⊃1�@�ﾉ��：?2�¥躰4�E�u�

F�r�ﾖ身9才(02(�宦r�ﾊ型'浜9�J�t⑦i�X�ﾘ曾4獲04�ｿ�

�ｫ�r��ｿ理?4�痺~12�y�｡�齠ｱ(2q=～Lり4�ｿ�y⊃1�L��r�

瘤H�K�K�L�煙^�F�ｬ�艫ｿ�ｻ�F�ｫ�g�H＼f�ｪ�o�島F�ャｿ�刧F卑2�ｾ�ヰ

p4Q�ﾍ�r身=�̀���摶c�B�摎ｧ(鉢4�ﾇ�ｨ���ｿ�ｻ�ｫ�W鼻4�ｼ�

p�N卿'宰?�ﾇ�搶ﾛ�d�ｸコ1�Q≠'�卲U�ｽ�蛹^54�k�@�̀享4吸'ア

1⑦9Q?�B�摯���ｿ1�s覇9�E�｢り'⊃1～}4�c�ﾃ�p⑦Y�ﾃ�A�闍

z�B�摎ｧα(摯(�搭搨譌ﾛ�ｿ〉(�島P'�ｧ��F刮;�ﾄ�

sQ�ｫ��r着4�ｵ��ｽ1�L�I�d率=1奪(丞4�Zコ'畔4�Nユ!y�

瘤H�F呈(�F�鼇F�e�¥�F�N�諛F�I瞬2!Q��F�ﾚ��H�ｭ�戟B4�ｿ�

ｧ�齠�(0�F蛸(0>膨9�E�ﾐ�p�ｯ�_�}��Fα=�̀Ω'�於ﾗ呈(0�L�

睡F��B4�ｿ�H�ｿ����u��¥��ﾉ�y�M�¥�R�o�F膨'�N�C�ﾋ�a�

h�ﾜ��ｿ=～Y��O'�ｧ�F�､�ﾚ‡9浜4Q4算9�ｭ�R�c�r牢'宰

?(o�L壬'γk�閭A1=�̀�歯�'��ｿ…}�B�C�F��H必4=～2�¥�摧B�

ﾃ=～2�¥�̀�̀�ﾛユ1窄Y⊃IM(�ﾏ圭k�閨ｿ�c�F�ﾜ�F�p�¥�F�父�ｵ�鼾F�

m'�r�甯�ﾊ'(�P立(ンQア1�¥�F。4�ｿ�ｧ�ﾁ吾;�H�ﾉ�ｧ蝉=～2�ｯ�

雌降i塗留η螺ユ'首i章彰留身?壬⑦酎'←'∩⊇!番牽丑菓⑦

ユ∩=～Y等讐・'ユつ：?蟹'鼎q翼…葺o∠'判吸Q4つヨ…G

留〉∩量葦9・4つ"o[彰筆?コ41〕毒婁景¥¥�e�F��×4二

y，��ﾛ婁;⑦9目'�r�秩`=�̀�怐ｽ�ﾇ�ｮ�̀�̀���(�Fコ1η`�ﾚぎ(�Xジ'ア?�

�B2�轣ｿユ=～2G��t(�父�ﾅ�ﾅ�ｃ�H�宦B4�ｿ��ﾏ�

¥����~�d�A乙y�C��̀�ﾛ�v�皷ｳz�e�ｶ團=～i�X�｡�̀≠4�ｵ�ｶ�阮c'�凬�

z目1(0��c�負h窮o�ﾔ�L�ﾉ立54：?"�R享2酵q�ﾊコ19T�F�坙
|'孝?=�C�奄ｵ身?

91�ﾄ�ﾍ皐¥¥⊇，9津'α(翠=～きq∠Y⑦山爆F⊃，�

ﾂf⑦ざ'ユ∩妾'41蓬;孝》量?豊辮⑦'y～～>454i攣≧彰鼻2∫

吸04∩ユ日一Q∩9劉業Q身宰立⑦=～2曾1牢箪'[ヨ6�

ﾚ8。4∩峯∩彰屋‡〉ミ

ラ¥¥'(凶4(～9(�寃�ｿ�c�ｎ蜒�Gコ離i�ﾍ⑦果i聖=�̀�ﾉ�m⑦等

;�ｺ�r�ﾂ翠コ1(酒～'�ｿ�｡�|鯉身i魁⑦2割謡z'9<�ﾐ�ﾅ�g�B�

堰ｿ��Z�r��ｿ�ﾈ��蛛r召⊃1�@率畢i�ﾎ�}�F�k華鼻4牲：?難婁(o

…}�遠g峯型'宰=～4�u�l�楓癇謨L�ﾊ�d�F�u�x�F�奣F�メr些」=�̀�u�}�

ﾄズロ!��ｱ》6⑦i�]�｡�v�ｯ禦立G=～{)�F�b�¥�k�F身。4�ｿ��ｿ�d�

｡甲盈2m�磨F���F�x�F��ｲ～字4、甦=�̀�t�Z�g�ﾐ��FユQG�ｽ�C�~ラ罐'

1�F��F降型=�̀ケ阜(o�苡y�ｨ�_り量=?等謝k�闖｢畔》¥¥⑦コ

'�A1吸�B4∩立!y君皐α鰍4=～�R4∩嬰�ｽ1膨聖=～='曾禦立

曽琴�ｵ=～α�H(一ア1'⊃1(09しり=～9T∩瞭�F(摯…葺1��9・¢ユ�

s1芸多ム×姜'》'ア1(～��4鵜壬⑦寧ε'寧9'寧9=～覇�

ﾚ��)攣準～��4吸。享�ｧ9・��2≠し身：?41・σし宰(oi当迎(oざ(o

獲鮮等�F¥¥�Fコユし?⊃1雅'ア1辞身。4∩彗…o身?�@しり量q

身1雰9�ｫ�ｹユ鞠��(o�香r�l�Eぴ∩。4�ｿ�ｧミラ�F¥¥4η�ａｽ1【�

�ｭ?豊辮q�ﾂ(き劉峯'掌1�~�噂¥購猶：i併⑦日OI'6'8目8ゴ

¥¥習1�㏍

到畢葦竈鮭臼畢孝一4「ど章車率日

半：魂⑦彰

》.

麟灘欝灘灘，
織黙

灘難難翻難
翻難朧

朧1朧。1曙器器朧朧朧朧朧朧1朧朧。



…㎜一 一一「

幼い孫を通 して真理の世界へ

神についてだれかがいっしょに語 り合 って くれなければ、

だれ も神について何事 も聞 くことができない。

神についてだれかがいっしょに語 り合ってくれなければ、

だれ も神について何事 も聞 くことができない。'

(ローマ人への手紙10章14、15節 参照)

私 は東北地方の山村に生まれ、少年期から青年期の前半

をそこで生活 しました。中等教育は学費が安いという理由

でキ リス、ト教の経営する学校で受けま した。当然のことで

すが、教課の中に聖書を学ぶ時間があり、そこで聖書を通

して神について知る機会があ りました。

当時は、明治維新以来、怒濤の ごとく押し寄せる西洋文

化 が 正 しく理 解 、消 化 され る こ と な くた だただ混乱を

極めた時代で した。その中で特に社会運動、自由運動等々

が否応なしに少年期、青年期の若者の心をむ しばみ、彼 ら

の中か ら純真な人間的従順 さを奪い、いたず らに懐疑的苦

悩 を植えつけていったのです。このような心理的動揺の中

で、私の心には人間的肉体的成長の欲望 と、神を信 じ、人

を愛 し、自らを律することの心理的精神主義との間で葛藤

が生まれま した。 こうして神の世界における自由と、9人間

社会における自由との闘いの中で今日まで生きて来たわけ

です。これは極めて不幸なことで.あったと思います。

私 は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員である息子夫

婦と3人 の孫に恵まれております。3人 の孫、ふたりの女

児とひとりの男児です。

去年の夏、私共夫婦は息子夫婦の招待で南伊豆に一泊で

遊 びました。紺碧の静かな海とあざやかな緑の丘。騒然と
・した都会生活を営む者にとって3人 の幼い孫に とり囲まれ

た旅行は実に楽 しいもので した。その楽 しさの絶頂はタベ

の食事で した。子供たちの喜々としたカン高い呼 び声に誘

われてご馳走のならんだ食卓につきま した。

この文章の冒頭に記 しま した神について荘厳な証を得 た

のはそのときでした。それは末孫 である2歳 半の男児の祈

りの言葉の中から、否、その祈 りの姿からでした。 「天の

お父様、きょうはおとうさん、おかあさん、おねえさん、

常盤台のおじいちゃん、おばあちゃんとお食事 を頂けるこ

とを感謝 します …… 」私は全身に熱いものが流れるのを

感 じま した。 この感動を言葉で表 わすことはできません。

私は息子家族が神の教えによって幸せな生活を送 っている

のを目のあたりに知 りま した。

特別な レッスンも準備 もな，く、咄嵯に出た2歳 半の童子

の巧まない祈 りの言葉。そ して、神の祝福に対する純真な

感謝。そこに私 は、神が最も望 まれる家族 ぐるみの信仰の
'姿 を見せ られたのです

。

私は60年 間私の心のかたすみに存在 し続けた神に対 して

順罪を誓いました。それから私は宣教師の来宅を求めまし

た。そ して神について学ぼうと決心 しま した。その後す ぐ

日本東京ステーキ部 朝霞支部

小 林 太茂 衛 レ

に日本地域総大会が開かれ、私 も招待者として一般参加を

許 してもらいました。そこで私はキンボール大管長の言葉

を聞きました。もちろん私には英語で話される言葉は解す

ることはできませんで したが、私の心の底に強 く響いてく
りょうりょう

.るものは、翻訳された日本語ではなく曉々と説かれる大管

長の声でした。私の全身を駈けめ ぐるものは、言葉の意味

ではなく、そあ声を通 して響きわたる豊かな愛の叫びでし

た。その後私は宣教師の レッスンに同 じ感慨を受け続けま

した。宣教師の片言の 日本語は決 して納得のゆくものでは

ありませんで した。その言葉の意味だけでは説得力はあり

ませんでした。 しか し、神と共に生きる宣教師との対面の

中から、言葉以上の神の言葉を理解することができました。

私は神権者の面接 を受け、許 されて1月24日 午後6時 に

バプテスマの儀式を受 けました。非常に寒い日で した。真

冬の寒気の中、老人である私が、水に沈むことは常識的に

考えて至難であると思 ったので しょうか、老妻は本気で止

めま した。 しか し、私は全 く不安を感 じませんで した。神

を信ずることができたか らです。甦 るということは人間の

超越 したところにある、この肉体は私のものではない、神

の ものである、そ う信ずることのできた私の心は平生その

もので した。そこには寒暖はまったく関係のないことに思

われました。

水に沈み息をつめたその瞬間から、私 は過去の一切の罪

か ら洗われ、神の道に生きる人間として新 しく生まれたと

いう意識をはっきりと持つことができま した。立 ち上が っ

て目を開き、取 り囲んで祝福 して くれた兄弟姉妹 を見たと

き、神に贈罪を した喜 びがとめどな くわいてきました。私

はそこに全人類によって繰 り広 げられた神の世界の群像を

見た思いで した。

按手礼を受ける間中、全身に感 じたのは、幼かった日に

母の懐に抱かれたぬ くもりでした。それは布切れ一枚のへ

だたりもないはだのぬくもりでありました。その中で私は

神のみ声を改めて聞きま した。聖霊のみ声もイエス ・キリ

ス トのみ声も聞きました。按手礼が終わり、目を開いて驚

きました。按手礼を施 して くれたのは私の息子だったので

す。神は、息子 を通 して語 りたもうたのです。

私の体 は感激に打ち振いました。こんな再生が私の生涯

の中にあったのか。この喜び、この感動 は、言葉で表わす

ことはできません。これを言葉で知らせて下さるのは神様

だけで しょう。

私は、これから後 も多くの人からたくさん神の声を聞き、

モルモン経によって家庭 と家族の信仰を深めたいと思いま

す。そして従順に自分の立場を捨て、神の言葉の通 りに生

きることを誓いたいと思います。この ことを御子 イエス ・

キリス トのみ名を通 して証 します。ナーメン。
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新教会幹部4名 、発表さる

新たに4名 の七十人第一定員会会員が、 第146回 年次総

大会の4月3日 の午後の大会で発表 された。以下の通 りで

ある。 この4名 の長老たちは、教会幹部 として全時間を捧

げ、世界的な規模 で展開される教会伝道活動の一翼 をにな

うことになる。

カ ー[]ス ・E・

エ イ シィ ー(49)

ユ タ州プロボ出身、現十二

使徒会地区代表兼管理監督

会理事補。ブ リガム・ヤ ング

大学で教育学の教授をして

いたことがある。'
L

ジ ョ ン ・H・

グ ロー バ ーグ(41)

アイダホ州アイダホフォー

ルズ出身、現十二使徒会地

区代表。元 トンガ伝道部長。

M・ ラ ツ セ ル ・

バ ラ ー ト1・ジ ュ ニ ア(47)

ソル トレー ク ・シテ ィー出

身、現 カナ ダ ・トロン ト伝

道 部長。

ジ エ イ コ ブ ・

テ ィ エ ガ ー(53)

オ ラ ン ダのナ イ メーヘ ン出

身 、オ ランダ初 の教会 幹部

で ある。1972年 以 来十二使

徒 会地 区代 表 として働 いてき

た。 オラ ンダ語 のほか に仏、

独 、英 、スペ イン語 を 自由

に話 す こ とが で きる。

「聖徒の道」原稿募集!

本年1月 号の新春特別誌上座談会での御要望にお応えし

て、編集部では広 く日本全国の兄弟姉妹から原稿をお寄せ

いただき、ローカルページの拡充 をはかることに致しまし

た。福音に対する証、トピックス、何でも結構です。この

ページを日本全国の兄弟姉妹が互いに証を強め合 う場とし

たいと思います。 どしどし原稿をお寄せ下さい。要項は以

下の通 りです。

○字 数400字 詰 原 稿 用 紙(横 書 き)5枚 以 内

○宛先 〒106東 京 都 港 区 南麻 布5-10-25中 正 堂 ビ ル

6F東 京 デ ィス トリビ ュー シ ョ ン ・セ ン ター

八 木 沼 修 一

できましたら写真を添えてお送 り下さい。またスペースの

関係で採用できないもの、また採用のものでも編集部で添

削をさせていただく場合かありますので、あらかじめ御了

承下さい。

◇

◇

公 告
規則第18条 の定める手続を経て、下記の通 り教会支部用地

を買収しましたので宗教法人法第22条 の規定によって公告

します。

昭 和51年3月26日

宗 教 法 人 「末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 」

代 表 役 員 グ レン ・アー ル ・ハ ンデ ィ

会 員 その 他 利害 関係 人各 位 殿

仙台伝道本部用地 昭和50年4月1日

浦和ワー ド部用地4月21日

堺支部用地6月2日

静岡支部用地6月24日

小松支部用地7月11日

藤沢ワー ド部用地7月17日

大阪第3ワ ー ド部用地7月22日

名古屋伝道本部及び名古屋第6支 部用地9月10日

【司

潤
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